
三
八

う
行

う　

禹
禹
は
す
な
わ
ち
夏
禹
の
こ
と
で 

あ
る
。
姓
は
姒
、
名
は
文
命
と
い
う
。
禹
の
父

親
は
鯀
で
あ
る
。
鯀
の
父
親
は
顓
頊
で
あ
る
。
顓
頊
の
父
親
は
昌
意
で
あ
る
。
昌

意
の
父
親
は
黄
帝
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
禹
は
黄
帝
の
玄
孫
で
あ
り
、
顓
頊
帝
の

孫
で
あ
る
。
禹
の
父
親
で
あ
る
鯀
は
堯
帝
の
命
を
受
け
、治
水
し
た
が
、九
年
経
っ

て
も
効
果
が
な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
堯
帝
は
舜
を
起
用
し
た
。
舜
は
堯
帝
の
代
行

と
し
て
治
水
工
事
を
巡
視
し
た
。
そ
こ
で
鯀
の
治
水
の
無
作
為
が
原
因
で
あ
る
こ

と
を
突
き
止
め
、
鯀
に
責
任
を
取
ら
せ
、
羽
山
で
処
刑
し
た
。
舜
は
さ
ら
に
禹
を

治
水
の
責
任
者
と
し
て
任
命
し
、
父
親
の
仕
事
を
続
け
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
禹
は

大
変
勤
勉
で
、
皆
の
絶
大
な
信
頼
を
一
身
に
集
め
、
一
生
懸
命
に
働
い
た
。
十
三

年
間
外
で
一
心
に
治
水
し
、
家
の
前
を
通
っ
て
も
入
ら
な
か
っ
た
の
は
有
名
な
話

で
あ
る
。
禹
は
普
段
衣
食
が
素
朴
で
、
住
ま
い
の
家
も
簡
素
で
、
民
衆
と
苦
楽
を

共
に
し
、
節
約
し
た
金
を
す
べ
て
治
水
の
工
事
に
つ
ぎ
込
ん
だ
。
ま
た
禹
は
治
水

す
る
際
、
鬼
神
を
敬
い
、
実
際
の
状
況
に
基
づ
き
、
う
ま
く
地
形
を
利
用
し
、
正

確
に
治
水
の
計
画
を
策
定
し
た
。
決
し
て
自
然
に
反
す
る
工
事
を
し
な
い
。
禹
は

遂
に
河
川
を
整
備
し
、
洪
水
を
征
服
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
禹
は
治
水
す

る
と
同
時
に
、
農
地
を
改
良
し
、
農
業
の
指
導
を
も
行
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て

作
物
の
豊
作
を
も
た
ら
し
、
民
衆
の
生
活
を
豊
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
税
収
を
あ

げ
、
国
家
の
財
政
を
強
化
し
た
。
そ
の
た
め
、
舜
は
禹
に
玄
圭
を
賜
り
、
彼
の
功

績
を
表
彰
し
、
治
水
の
成
功
を
宣
言
し
た
。
帝
舜
が
崩
御
し
た
後
、
禹
は
即
位
し

て
天
子
と
な
っ
た
。
国
の
号
を
夏
と
す
る
。
即
位
し
て
十
年
、東
へ
巡
視
し
た
際
、

会
稽
で
崩
御
し
た
。

【
出
典
】

夏
禹
，
名
曰
文
命
。
禹
之
父
曰
鯀
。
鯀
之
父
曰
帝
顓
頊
。
顓
頊
之
父
曰
昌
意
。

昌
意
之
父
曰
黃
帝
。
禹
者
，
黃
帝
之
玄
孫
，
而
帝
顓
頊
之
孫
也
。
禹
之
曾
大
父

昌
意
，
及
父
鯀
，
皆
不
得
在
帝
位
，
爲
人
臣
。
當
帝
堯
之
時
，
鴻
水
滔
天
，
浩

浩
懷
山
襄
陵
，
下
民
其
憂
。
堯
求
能
治
水
者
。
羣
臣
四
嶽
皆
曰
，
鯀
可
。
堯
曰
，

鯀
爲
人
負
命
毀
族
，
不
可
。
四
嶽
曰
，
等
之
未
有
賢
於
鯀
者
，
願
帝
試
之
。
於

是
堯
聽
四
嶽
，
用
鯀
治
水
。
九
年
而
水
不
息
，
功
用
不
成
。
於
是
帝
堯
乃
求
人
，

更
得
舜
。
舜
登
用
，
攝
行
天
子
之
政
。
巡
狩
行
視
鯀
之
治
水
無
狀
。
乃
殛
鯀
於

羽
山
以
死
。
天
下
皆
以
舜
之
誅
爲
是
。
於
是
舜
舉
鯀
子
禹
，
而
使
續
鯀
之
業
。

堯
崩
。
帝
舜
問
四
嶽
曰
，
有
能
成
美
堯
之
事
者
，
使
居
官
。
皆
曰
，
伯
禹
爲
司

空
。
可
成
美
堯
之
功
。
舜
曰
，
嗟
，
然
。
命
禹
。
女
平
水
土
，
維
是
勉
之
。
禹

拜
稽
首
，
讓
於
契
、
后
稷
、
皋
陶
。
舜
曰
，
女
其
往
視
爾
事
矣
。
禹
爲
人
敏
給

克
勤
，
其
悳
不
違
，
其
仁
可
親
，
其
言
可
信
。
聲
爲
律
，
身
爲
度
，
稱
以
出
。

亹
亹
穆
穆
，
爲
綱
爲
紀
。
禹
乃
遂
與
益
、
后
稷
奉
帝
命
，
命
諸
侯
百
姓
，
興
人

日
本
に
お
け
る
中
国
画
題
綜
覧
（
二
）
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三
九

徒
以
傅
土
，
行
山
表
木
，
定
高
山
大
川
。
禹
傷
先
人
父
鯀
功
之
不
成
受
誅
，
乃

勞
身
焦
思
，
居
外
十
三
年
。
過
家
門
不
敢
入
。
薄
衣
食
，
致
孝
于
鬼
神
，
卑
宮

室
，
致
費
於
溝
淢
。
陸
行
乘
車
，
水
行
乘
船
，
泥
行
乗
橇
，
山
行
乗
檋
。
左
準

繩
，
右
規
矩
，
載
四
時
。
以
開
九
州
，
通
九
道
，
陂
九
澤
，
度
九
山
。
令
益
予

衆
庶
稻
可
種
卑
溼
，
命
后
稷
予
衆
庶
難
得
之
食
。
食
少
，
調
有
餘
相
給
，
以
均

諸
侯
。［
中
略
］
於
是
九
州
攸
同
，
四
奧
既
居
，
九
山
栞
旅
，
九
川
滌
原
，
九

澤
旣
陂
，
四
海
會
同
，
六
府
甚
脩
，
衆
土
交
正
，
致
愼
財
賦
，
咸
則
三
壤
，
成

賦
中
國
。
賜
土
姓
。
祇
臺
德
先
，
不
距
朕
行
。
令
天
子
之
國
，
以
外
五
百
里
甸

服
，
百
里
賦
納
總
，
二
百
里
納
銍
，
三
百
里
納
秸
，
服
，
四
百
里
粟
，
五
百
里

米
，
甸
服
外
五
百
里
侯
服
，
百
里
采
，
二
百
里
任
國
，
三
百
里
諸
侯
，
侯
服
外

五
百
里
綏
服
，
三
百
里
揆
文
教
，
二
百
里
奮
武
衞
，
綏
服
外
五
百
里
要
服
，
三

百
里
夷
，
二
百
里
蔡
，
要
服
外
五
百
里
荒
服
，
三
百
里
蠻
，
二
百
里
流
，
東
漸

于
海
，
西
被
于
流
沙
，
朔
南
暨
，
聲
教
訖
于
四
海
。
於
是
帝
錫
禹
玄
圭
，
以
告

成
功
于
天
下
。
天
下
於
是
太
平
治
。（
漢
·
司
馬
遷
撰
“
史
記
”
卷
二
，
夏
本

紀
第
二
）

【
作
例
】

「
禹
王
治
水
」（
宋
・
蔡
沉
撰
『
大
魁
書
経
集
注
』、
明
萬
暦
年
間
﹇1573

〜

1620

﹈
刊
本
）

「
治
水
之
載
」（『
圖
像
合
璧
君
臣
故
事
句
解
』
巻
上
、
延
寶
二
年
﹇1674
﹈
上

田
甚
兵
衛
板
行
、
和
刻
本
）

「
禹
王
治
洪
水
圖
」（
橘
有
税
﹇
橘
氏
宗
兵
衛
﹈『
繪
本
寫
寶
袋
』
巻
四
、
享
保

五
年
﹇1720

﹈
稱
觥
堂
板
、
明
和
七
年
﹇1770

﹈
須
原
屋
・
柏
原
屋
再
板
）

「
夏
の
禹
王
洪
水
を
治
む
」（
前
北
斎
畫
改
狂
老
人
筆
『
畫
本
魁
』
巻
一
、
天
保

七
年
﹇1836

﹈
秋
田
屋
等
刊
本
）

↓
「
禹
王
」

う
い
こ
く　

烏
衣
國

烏
衣
国
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。『
三
才
図
絵
』
に
よ
る
と
、
そ
の
国
の
人

は
黒
い
服
を
着
、
大
き
い
巾き
ん

が
膝
や
腕
ま
で
纏
う
。
彼
ら
は
中
国
人
を
見
る
と
、

背
中
し
か
見
せ
な
い
。
も
し
、
顔
が
見
ら
れ
た
ら
相
手
を
殺
す
。
売
り
物
を
草
の

上
に
置
き
、人
と
交
易
す
る
。
直
接
に
手
渡
さ
な
い
。
相
手
も
同
じ
よ
う
に
す
る
。

も
し
、
売
値
が
安
す
ぎ
る
と
、
相
手
を
追
い
か
け
て
殺
す
と
い
う
。

【
出
典
】

烏
衣
國
，
其
人
衣
黑
衣
，
太
巾
披
至
膝
腕
。
見
漢
人
則
背
行
，
不
令
見
，
見
之

卽
殺
，
謂
旣
見
吾
面
，
不
令
其
生
。
以
草
爲
蓬
，
懸
物
于
上
。
與
人
交
易
，
不

相
授
受
。
彼
亦
以
物
懸
而
易
之
。
如
價
不
及
，
則
追
面
殺
之
。（
明
·
王
圻
、

王
思
義
撰
“
三
才
圖
會
”
人
物
十
二
卷
）

【
作
例
】

「
烏
衣
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
二
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
烏
衣
國
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
二
年
﹇1712

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
烏
衣
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳

文
堂
刊
本
）

う
お
う　

禹
王

↓
「
禹
」

【
作
例
】

「
夏
禹
王
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
一
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609
﹈
刊
本
）

「
禹
王
」（
馬
場
信
意
『
分
類
畫
本
良
材
』
巻
一
、
正
徳
五
年
﹇1715

﹈
須
原
茂

兵
衛
・
柏
屋
四
郎
兵
衛
蔵
板
）

「
禹
王
」（
林
守
篤
編
述
『
畫
筌
』
巻
四
、
正
徳
二
年
﹇1712

﹈
序
、
享
保
六
年

﹇1721

﹈
保
壽
堂
・
養
心
堂
刻
本
）
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四
〇

う
お
づ
り
の
ず　

魚
釣
圖

【
作
例
】

「
魚
釣
圖
」（
信
天
翁
月
岡
法
橋
雪
鼎
纂
『
和
漢
名
筆
金
玉
畫
府
』
巻
六
・
補
遺
、

明
和
八
年
﹇1771
﹈
寳
文
堂
刻
本
）

う
き
つ　

于
吉

于
吉
は
琅
琊
（
山
東
省
）
の
人
で
あ
る
。
一
生
懸
命
に
修
業
し
た
が
、
突
然
癲

癇
と
い
う
病
気
に
か
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
朝
か
ら
晩
ま
で
祈
り
、
老
君
を
感
動

さ
せ
た
。
仙
翁
を
遣
っ
て
于
吉
の
病
気
を
治
さ
せ
た
。
後
に
呉
の
孫
策
は
于
吉
を

招
き
、
兵
士
た
ち
の
病
気
を
治
さ
せ
た
。
し
か
し
、
孫
策
は
于
吉
の
こ
と
を
嫉
妬

し
、
彼
を
殺
し
た
。
す
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
于
吉
の
屍
が
消
え
た
。
後
に
于

吉
は
ま
た
世
間
に
戻
り
、
百
年
余
り
生
活
し
た
後
、
仙
人
に
な
り
去
っ
て
行
っ
た
。

【
出
典
】

于
吉
，
琅
琊
人
。
精
修
苦
道
，
忽
得
癇
疾
，
晨
夕
告
天
，
誠
感
老
君
，
令
仙
翁

授
吉
經
曰
，
非
但
愈
疾
，
當
得
長
生
，
化
行
天
下
。
吉
得
之
，
疾
遂
除
。
凡
消

灾
治
病
，
無
不
立
驗
。
後
老
君
數
降
，
親
授
其
旨
。
孫
策
平
江
東
，
將
士
多
病
。

請
吉
，
噀
水
卽
差
。
策
惡
之
，
天
久
旱
，
乃
縛
吉
暴
日
中
，
卽
大
雨
。
策
忌
而

殺
之
，
俄
失
其
尸
。
周
旋
人
間
，
復
百
餘
年
仙
去
。（
明
·
王
世
貞
撰
“
有
象

列
仙
全
傳
”
卷
三
）

【
作
例
】

「
于
吉
」（
寂
照
主
人
月
僊
寫
並
題
『
列
仙
圖
賛
』
三
、
天
明
四
年
﹇1784

﹈
寂

照
寺
蔵
板
）

う
き
ゅ
う
の
ぼ
う　

烏
臼
棒

「
烏
臼
棒
」
は
烏
臼
和
尚
が
一
人
の
僧
侶
と
の
禅
に
つ
い
て
の
や
り
取
り
で
あ

り
、
禅
宗
の
公
案
の
一
つ
で
あ
る
。

【
出
典
】

僧
從
定
州
和
尚
會
裏
，
來
到
烏
臼
。
烏
臼
問
，
定
州
法
道
何
似
這
裏
。
僧
云
，

不
別
。
臼
云
，
若
不
別
，
更
轉
彼
中
去
。
便
打
。
僧
云
，
棒
頭
有
眼
。
不
得
草

草
打
人
。
臼
云
，
今
日
打
著
一
箇
也
。
又
打
三
下
。
僧
便
出
去
。
臼
云
，
屈
棒

元
來
有
人
喫
在
。
僧
轉
身
云
，
爭
奈
杓
柄
在
和
尚
手
裏
。
臼
云
，
汝
若
要
，
山

僧
回
與
汝
。
僧
近
前
奪
臼
手
中
棒
，
打
臼
三
下
。
臼
云
，
屈
棒
屈
棒
。
僧
云
，

有
人
喫
在
。
臼
云
，
草
草
打
著
箇
漢
。
僧
便
禮
拜
。
臼
云
，
和
尚
卻
恁
麼
去
也
。

僧
大
笑
而
出
。
臼
云
，
消
得
恁
麼
。
消
得
恁
麼
。（
宋
·
雪
竇
重
顯
頌
古
、
圜

悟
克
勤
評
唱
“
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
錄
”
卷
八
，
第
七
十
五
則
）

【
作
例
】

「
烏
臼
棒
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
六
、
貞
享
四
年

﹇1687

﹈
平
埜
屋
・
貫
氣
堂
等
梓
行
、
文
政
一
年
﹇1818

﹈
再
刊
本
）

「
烏
臼
棒
」（
某
岡
之
繪
『
繪
圖
の
林
』
巻
下
、
元
禄
二
年
﹇1689

﹈
長
罡
堂
梓

板
）

う
こ
う
こ
う
も
ん  

于
公
高
門

漢
の
于
定
国
（?

〜
前40

）は
字
が
曼
倩
と
い
い
、東
海
郯
（
山
東
省
郯
城
北
西
）

と
い
う
と
こ
ろ
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
定
国
の
父
親
は
県
の
法
曹
で
あ
る
。
彼
が
判

決
し
た
こ
と
は
皆
が
公
平
と
思
い
納
得
す
る
。
従
っ
て
地
元
の
人
々
は
本
人
が
ま

だ
生
き
て
い
る
う
ち
に
「
于
公
祠
」
と
い
う
祠
堂
を
建
て
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
閭
門
が
壊
れ
た
た
め
、
地
元
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
修
理
し
た
。
于
公

は
「
門
を
や
や
高
く
し
て
く
だ
さ
い
。
駟
馬
の
馬
車
が
入
れ
る
よ
う
に
。
私
は
一

生
冤
罪
の
判
決
を
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
子
孫
は
き
っ
と
出
世
す
る
だ
ろ
う
。」

と
頼
ん
だ
。
父
親
の
予
言
通
り
に
、
宣
帝
の
頃
、
定
国
が
出
世
し
て
宰
相
と
な
っ

た
。
定
国
は
子
供
の
頃
か
ら
父
親
に
従
い
法
律
の
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
父
親
が
亡

く
な
っ
た
後
、
定
国
も
法
曹
に
な
っ
た
。
彼
が
才
能
を
発
揮
し
、
間
も
な
く
頭
角

が
現
れ
、
侍
御
史
と
し
て
推
薦
さ
れ
、
さ
ら
に
御
史
中
丞
に
昇
進
し
た
。
昭
帝
が
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四
一

陰
德
，
未
嘗
有
所
冤
，
子
孫
必
有
興
者
。
至
定
國
，
宣
帝
時
爲
丞
相
，
封
西
平

侯
。
子
永
爲
御
史
大
夫
，
封
侯
傳
世
云
。（
唐
·
李
瀚
撰
“
蒙
求
”）

【
作
例
】

「
于
公
高
門
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
五
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

う
さ
ぎ
な
み
の
う
え
を
は
し
る　

兔
走
波
上

『
絵
本
故
事
談
』
は
『
博
物
誌
』
よ
り
引
用
し
た
内
容
と
し
た
が
、「
兔
波
上
を

走
る
」
と
い
う
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

【
作
例
】

「
兎
走
波
上
」（
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
一
、
正
徳
四
年
﹇1714

﹈
稱
觥
堂

刊
本
）

う
さ
く　

禹
鑿

「
禹
鑿
」
は
「
禹
門
」
の
俗

で
、
す
な
わ
ち
河
南
省
洛
陽
の
龍
門
の
こ
と
で

あ
る
。

【
出
典
】

禹
門
，
禹
貢 

龍
門
也
。
亦
曰
禹
門
渡
。
云
兩
山
石
立
，
河
出
其
中
，
廣
百
步
，

世
謂
禹
鑿
。
所
謂
三
月
魚
上
渡
而
爲
龍
也
。（
明
·
王
圻
、
王
思
義
撰
“
三
才

圖
會
”
地
理
八
卷
）

【
作
例
】

「
禹
門
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
地
理
八
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609
﹈
刊
本
）

「
禹
鑿
」（
普
斎
岡
子
雉
著
述
﹇
大
岡
普
斎
﹈、橘
辨
次
守
国
﹇
橘
辨
次
﹈圖
畫
『
畫

典
通
考
』
巻
四
、
享
保
一
二
年
﹇1727

﹈
寳
文
堂
刊
本
）

う
す
い　

烏
騅

崩
御
し
た
後
、
昌
邑
王
が
即
位
し
た
。
し
か
し
王
は
品
行
が
悪
く
、
淫
乱
で
あ
る
。

定
国
は
諌
め
た
。
後
に
王
が
廃
止
さ
れ
、
大
将
軍
霍
光
が
摂
政
を
執
り
行
い
、
定

国
が
光
禄
大
夫
、
平
尚
書
事
に
昇
進
し
た
。
定
国
は
性
格
が
謙
虚
で
、
礼
儀
が
正

し
い
。
な
お
儒
学
を
重
視
し
、
ま
た
廷
尉
の
超
を
師
と
し
て
迎
え
、
春
秋
の
学
を

教
わ
っ
た
。
定
国
は
案
件
を
扱
う
時
に
、
特
に
鰥
寡
孤
独
に
配
慮
す
る
こ
と
と
、

疑
点
が
残
る
案
件
を
軽
く
判
決
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
慎
重
に
さ
ら
に
慎
重
に

行
動
し
た
。
そ
の
た
め
、
朝
廷
に
「
定
国
は
廷
尉
に
な
れ
ば
、
民
は
冤
罪
が
な
し
」

と
い
う
評
判
が
あ
る
。
甘
露
三
年
（
前51

）
に
、
丞
相
と
な
り
、
西
平
侯
に
封
ぜ

ら
れ
た
。
元
帝
の
頃
、
丞
相
を
辞
任
し
て
、
家
に
帰
っ
た
。
亡
く
な
っ
た
後
、
安

侯
と
い
う
諡
を
贈
ら
れ
た
。（
斎
藤
隆
三
『
畫
題
辞
典
』、
金
井
紫
雲
『
東
洋
畫
題

綜
覧
』
の
「
う
こ
う
か
う
も
ん
」
参
照
）

【
出
典
】

于
定
國
，
字
曼
倩
，
東
海 

郯
人
也
。
其
父
于
公
爲
縣
獄
史
。
郡
決
曹
，
決
獄
平
，

羅
文
法
者
，
于
公
所
決
皆
不
恨
。
郡
中
爲
之
生
立
祠
。
號
曰
于
公
祠
。［
中
略
］

定
國
少
學
法
于
父
。
父
死
，
後
定
國
亦
爲
獄
史
。
郡
決
曹
，
補
廷
尉
史
，
以
選

與
御
史
中
丞
從
事
治
反
者
獄
。
以
材
高
舉
侍
御
史
，遷
御
史
中
丞
。
會
昭
帝
崩
，

昌
邑
王 

徵
卽
位
。
行
淫
亂
，
定
國
上
書
諫
。
後
王
廢
，
宣
帝
立
。
大
將
軍
光

領
尚
書
事
，
條
奏
羣
臣
諫
昌
邑
王
者
。
皆
超
遷
。
定
國
繇
是
爲
光
祿
大
夫
，
平

尚
書
事
。
甚
見
任
用
。
數
年
遷
水
衡
都
尉
。
超
爲
廷
尉
。
定
國
乃
迎
師
學
春
秋
，

身
執
經
北
面
備
弟
子
禮
。
爲
人
謙
恭
，
尤
重
經
術
。
士
雖
卑
賤
，
徒
步
往
過
。

定
國
皆
與
鈞
禮
，
恩
敬
甚
備
。
學
士
咸
稱
焉
。
其
決
疑
平
法
，
務
在
哀
鰥
寡
，

罪
疑
從
輕
，
加
審
愼
之
心
。
朝
廷
稱
之
曰
，
張
釋
之
爲
廷
尉
，
天
下
無
冤
民
。

于
定
國
爲
廷
尉
，
民
自
以
不
冤
。［
中
略
］
七
十
餘
薨
。
諡
曰
安
侯
。（
漢
·
班

固
撰
“
漢
書
”
卷
七
十
一
，
雋
疏
于
薛
平
彭
傳
）

前
漢 

于
定
國
，
字
曼
倩
，
東
海 

郯
人
。
其
父
于
公
爲
縣
獄
吏
。
郡
決
曹
，
決

獄
平
，
罹
文
法
者
，
于
公
所
決
皆
不
恨
，
郡
中
爲
之
生
立
祠
。
始
其
閭
門
壞
，

父
老
方
共
治
之
。
于
公
謂
曰
，
少
高
大
閭
門
，
令
容
駟
馬
高
蓋
車
。
我
治
獄
多
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四
二

烏
騅
は
黒
と
白
が
交
え
て
い
る
毛
色
の
馬
で
あ
り
、
一
日
千
里
を
走
れ
る
と
い

う
。
か
つ
て
項
羽
の
愛
馬
は
烏
騅
で
あ
っ
た
。

【
出
典
】

項
王
則
夜
起
，
飲
帳
中
。
有
美
人
名
虞
，
常
幸
從
。
駿
馬
名
騅
，
常
騎
之
。［
中

略
］
乃
謂
亭
長
曰
，
吾
騎
此
馬
五
歲
，
所
當
無
敵
，
嘗
一
日
行
千
里
。
不
忍
殺

之
，
以
賜
公
。（
漢
·
司
馬
遷
撰
“
史
記
”
卷
七
，
項
羽
本
紀
第
七
）

騅
。
魯
頌
駉
篇
釋
畜
以
騅
爲
蒼
白
雜
毛
。
說
文
易
白
作
黑
，
不
知
何
據
。
史
記

項
羽
駿
馬
名
騅
，
所
當
無
敵
，
一
日
千
里
，
世
號
烏
騅
。
此
別
是
一
種
，
豈
可

以
烏
泥
耶
。（
清
·
姚
炳
撰
“
詩
識
名
解
”
卷
四
）

【
作
例
】

「
烏
騅
」（
普
斎
岡
子
雉
著
述
﹇
大
岡
普
斎
﹈、橘
辨
次
守
国
﹇
橘
辨
次
﹈圖
畫
『
畫

典
通
考
』
巻
四
、
享
保
一
二
年
﹇1727
﹈
寳
文
堂
刊
本
）

↓
「
騅
」

う－
す
ん－
こ
く
お
う
お
う
れ
い　

烏－
孫－
国
王
王
霊

【
作
例
】

「
烏－
孫－
国
王
王
霊
」（『
畫
本
西
遊
全
傳
』
二
編
壱
）

う
そ
ん
こ
く　

烏
孫
國

烏
孫
國
に
関
す
る
最
初
の
記
載
は
漢
の
司
馬
遷
撰
『
史
記
』
巻
百
二
十
三
大
宛

列
伝
に
見
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
張
鶱
が
西
域
を
開
通
し
た
際
、
初
め
て
烏
孫

國
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
張
鶱
が
三
回
目
西
域
に
行
っ
た
際
、
使

者
と
し
て
直
接
に
そ
の
国
に
行
っ
た
と
い
う
。
烏
孫
国
の
西
に
三
爪
蠻
が
あ
り
、

頭
領
が
お
り
、
地
主
が
田
植
え
を
す
る
。
彼
の
地
の
長
い
毛
が
生
え
、
出
か
け
て

百
姓
を
略
奪
す
る
と
い
う
。

【
出
典
】

烏
孫
在
大
宛
東
北
可
二
千
里
，
行
國
，
隨
畜
，
與
匈
奴
同
俗
。
控
弦
者
數
萬
，

敢
戰
。
故
服
匈
奴
，
及
盛
，
取
其
羈
屬
，
不
肯
往
朝
會
焉
。［
中
略
］
是
後
天

子
數
問
騫 

大
夏
之
屬
。
騫
旣
失
侯
、
因
言
曰
，
臣
居
匈
奴
中
，
聞
烏
孫
王
號

昆
莫
，
昆
莫
之
父
，
匈
奴
西
邊
小
國
也
。
匈
奴
攻
殺
其
父
，
而
昆
莫
生
棄
於
野
。

烏
嗛
肉
蜚
其
上
，
狼
往
乳
之
。
單
于
怪
以
爲
神
，
而
收
長
之
。
及
壯
，
使
將
兵
，

數
有
功
，
單
于
復
以
其
父
之
民
予
昆
莫
，
令
長
守
於
西
。
昆
莫
收
養
其
民
，
攻

傍
小
邑
，
控
弦
數
萬
，
習
攻
戰
。
單
于
死
，
昆
莫
乃
率
其
衆
遠
徙
，
中
立
，
不

肯
朝
會
匈
奴
。
匈
奴
遣
奇
兵
擊
，
不
勝
，
以
爲
神
而
遠
之
，
因
羈
屬
之
，
不
大

攻
。［
中
略
］
騫
旣
至
烏
孫
，
烏
孫
王 

昆
莫
見
漢
使
如
單
于
禮
，
騫
大
慙
，
知

蠻
夷
貪
，
乃
曰
，
天
子
致
賜
，
王
不
拜
則
還
賜
。
昆
莫
起
拜
賜
，
其
他
如
故
。（
漢

·
司
馬
遷
撰
“
史
記
”
卷
一
百
二
十
三
，
大
宛
列
傳
第
六
十
三
）

烏
孫
國
，
其
國
西
有
三
爪
蠻
，
有
頭
目
，
地
主
種
田
，
身
生
長
毛
，
出
處
掠
百

姓
。（
明
·
王
圻
、
王
思
義
撰
“
三
才
圖
會
”
人
物
十
三
卷
）

【
作
例
】

「
烏
孫
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
三
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
烏
孫
國
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
烏
孫
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
四
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳

文
堂
刊
本
）

う
ち
ょ
う
こ
く　

烏
萇
國

『
北
史
』
に
よ
る
と
、
烏
萇
国
は
賖
彌
国
の
南
に
あ
る
。
北
に
は
葱
嶺
が
あ
り
、

南
に
は
天
竺
が
あ
る
。
そ
の
土
地
に
は
果
樹
が
多
く
、
稲
や
麦
が
豊
作
で
き
る
。

民
が
死
罪
に
な
っ
て
も
処
刑
さ
れ
ず
、
山
の
深
い
所
に
流
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

も
し
事
件
に
冤
罪
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
当
事
者
に
薬
を
飲
ま
せ
て
自
分
の
潔

白
を
証
明
さ
せ
る
。
そ
れ
か
ら
状
況
を
見
て
判
決
す
る
と
い
う
。

【
出
典
】
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四
三

烏
萇
國
，
在
賒
彌
南
，
北
有
蔥
嶺
，
南
至
天
竺
。
婆
羅
門
胡
爲
其
上
族
。
婆
羅

門
多
解
天
文
凶
吉
之
數
，
其
王
動
則
訪
決
焉
。
土
多
林
果
，
引
水
灌
田
，
豐
稻

麥
。
事
佛
，
多
諸
寺
塔
，
極
華
麗
。
人
有
爭
訴
，
服
之
以
藥
，
曲
者
發
狂
，
直

者
無
恙
。
爲
法
不
殺
，
犯
死
罪
唯
徙
於
靈
山
。
西
南
有
檀
特
山
，
山
上
立
寺
，

以
驢
數
頭
運
食
山
下
，
無
人
控
御
，
自
知
往
來
也
。（
唐
·
李
延
壽
撰
“
北
史
”

卷
九
十
七
，
列
傳
第
八
十
五
）

烏
萇
國
，
民
有
死
罪
不
殺
，
唯
徙
之
空
山
，
任
其
飲
啄
。
事
涉
疑
似
以
藥
服
之

清
濁
自
驗
，
隨
事
輕
重
而
決
。（
明
·
王
斫
、
王
思
義
撰
“
三
才
圖
會
”
人
物

十
四
卷
）

【
作
例
】

「
烏
萇
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
四
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
烏
萇
國
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
烏
萇
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
四
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳

文
堂
刊
本
）

う
つ
し
て
ふ
ね
を
は
く
し
え
ん
し
ょ　

移
舟
泊
煙
渚

唐
の
孟
浩
然
の
「
宿
建
徳
江
」
と
い
う
五
言
絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

移
舟
泊
煙
渚
，
日
暮
客
愁
新
。
野
曠
天
低
樹
，
江
清
月
近
人
。（
孟
浩
然
‘
宿

建
德
江
’，
清
·
彭
定
求
等
編
“
全
唐
詩
”
卷
一
百
六
十
）

【
作
例
】

「
移
舟
泊
煙
渚
」（『
百
人
一
詩
畫
譜
』、
安
永
三
年
﹇1774

﹈
有
斐
堂
・
玉
樹
堂

原
刻
、
寛
政
六
年
﹇1794

﹈
再
刻
本
）

う
て
ん
こ
く　

于
闐
國

于
闐
国
は
西
域
の
古
国
で
、
今
日
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
和
田
県
で
あ
る
。

『
漢
書
』
に
よ
る
と
、
長
安
か
ら
九
千
六
百
七
十
里
離
れ
て
い
る
。
南
に
は
婼
羌
、

南
に
は
姑
墨
と
の
国
境
が
あ
る
と
い
う
。
女
子
と
男
子
の
格
好
が
同
じ
で
あ
る
。

死
者
が
火
葬
さ
れ
た
後
、
骨
が
拾
わ
れ
て
埋
葬
さ
れ
る
。
仏
典
に
よ
る
と
、
仏
は

雁
が
死
ん
だ
後
、
そ
れ
を
砂
で
埋
葬
す
る
。
そ
の
墓
が
重
ね
て
い
く
と
、「
雁
塔
」

と
呼
ば
れ
る
。
お
お
よ
そ
人
が
亡
く
な
っ
た
ら
、
そ
の
骨
を
同
じ
塔
に
納
骨
さ
れ

る
。
そ
の
年
齢
の
順
番
で
納
骨
さ
れ
る
。
後
に
仏
も
亡
く
な
り
、
前
例
に
従
い
砂

で
墓
を
作
っ
た
。
そ
の
弟
子
た
ち
が
墓
の
前
に
住
み
つ
く
。
故
に
「
沙
門
」
と
呼

ば
れ
る
。
僧
侶
が
沙
門
で
自
称
す
る
の
は
そ
の
時
か
ら
始
ま
っ
た
。
中
国
の
信
者

は
皆
胡
人
の
風
習
を
習
い
、
さ
ら
に
七
重
の
塔
を
作
り
、
金
の
色
で
飾
り
、
幸
せ

を
祈
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

【
出
典
】

于
闐
國
，
王
治
西
城
，
去
長
安
九
千
六
百
七
十
里
。
戶
三
千
三
百
，
口
萬
九
千

三
百
，
勝
兵
二
千
四
百
人
。
輔
國
侯
、
左
右
將
、
左
右
騎
君
、
東
西
城
長
、
譯

長
各
一
人
。
東
北
至
都
護
治
所
三
千
九
百
四
十
七
里
，
南
與
婼
羌
接
，
北
與
姑

墨
接
。
于
闐
之
西
，
水
皆
西
流
，
注
西
海
。
其
東
，
水
東
流
，
注
鹽
澤
，
河
源

出
焉
。
多
玉
石
。
西
通
皮
山
三
百
八
十
里
。（
漢
·
班
固
撰
“
漢
書
”
卷
九
十

六
上
，
西
域
傳
第
六
十
六
上
）

于
闐
國
婦
人
衫
袴
束
帶
與
男
子
同
，
死
者
以
火
化
之
，
收
骨
而
葬
。
佛
書
云
，

佛
見
鳫
死
於
地
，
以
沙
葬
之
，
後
因
之
以
作
墳
塚
數
層
，
胡
稱
曰
鳫
塔
。
凡
人

死
者
，
其
骨
共
葬
一
塔
，
序
其
長
幼
而
葬
，
居
喪
者
剪
髮
長
四
寸
。
後
佛
涅
槃
，

循
其
故
事
，
亦
以
沙
爲
塚
，
其
徒
守
塚
門
而
居
，
故
稱
沙
門
。
僧
稱
沙
門
自
此

始
。
中
國
好
佛
者
皆
傚
胡
俗
，加
以
奇
巧
作
七
層
，飾
以
金
彩
，以
求
福
利
。（
明

·
王
圻
、
王
思
義
撰
“
三
才
圖
會
”
人
物
十
二
卷
）

【
作
例
】

「
于
闐
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
二
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）
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四
四

「
于
闐
國
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
于
闐
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳

文
堂
刊
本
）

う
ま
い
な
な
い
て
は
く
じ
つ
く
れ　

馬
嘶
白
日
暮

唐
の
呂り
ょ

温お
ん

の
「
鞏
き
ょ
う

路ろ

感か
ん
か
い懐
」
と
い
う
五
言
絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

馬
嘶
白
日
暮
，
劍
鳴
秋
氣
來
。
我
心
渺
無
際
，
河
上
空
徘
徊
。（
呂
溫
‘
鞏
路

感
懷
’，
明
·
李
攀
龍
編
“
唐
詩
選
”
卷
六
·
五
言
絕
句
）

【
作
例
】

「
馬
嘶
白
日
暮
」（『
百
人
一
詩
畫
譜
』、
安
永
三
年
﹇1774

﹈
有
斐
堂
・
玉
樹
堂

原
刻
、
寛
政
六
年
﹇1794

﹈
再
刻
本
）

「
馬
嘶
白
日
暮
」（
石
峯
先
生
『
畫
本
唐
詩
選
』、
天
明
八
年
﹇1788

﹈
嵩
山
房

原
刻
、
文
化
二
年
﹇1805

﹈
再
刻
本
）

う
ま
を
あ
ら
う
ず　

洗
馬
圖

【
作
例
】

「
洗
馬
圖
」（
法
眼
周
山
編
『
和
漢
名
筆
畫
英
』
巻
一
、寛
延
二
年
﹇1749
﹈
序
、

寛
延
三
年
﹇1750

﹈
西
村
源
六
・
渋
川
清
右
衛
門
刊
本
）

う
み
ん
こ
く　

羽
民
國

羽
民
国
は
伝
説
の
国
で
あ
る
。『
山
海
經
』
に
よ
る
と
、
羽
民
国
の
人
は
長
い

頭
を
し
て
お
り
、
体
に
羽
が
生
え
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
長
い
頬
を
し
て
お
り
、

鳥
の
よ
う
な
口
ば
し
、
赤
い
目
、
白
い
頭
を
し
て
い
る
。
羽
が
あ
る
が
、
遠
く
飛

べ
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

【
出
典
】

羽
民
國
在
其
東
南
，
其
爲
人
長
頭
，
身
生
羽
。
一
曰
，
在
比
翼
鳥
東
南
，
其
爲

人
長
頰
。（
晉
·
郭
璞
注
“
山
海
經
”
海
外
南
經
）

羽
民
國
在
海
東
南
，
崖
囐
間
有
人
，
長
頰
鳥
喙
，
赤
目
白
首
，
生
毛
羽
，
能
飛

不
能
遠
，似
人
而
卵
生
。（
明
·
王
圻
、王
思
義
撰
“
三
才
圖
會
”
人
物
十
四
卷
）

【
作
例
】

「
羽
民
國
」（
馬
昌
儀
撰
『
古
本
山
海
經
圖
説
』
海
外
南
經
、山
東
畫
報
出
版
社
、

2001

年
）

「
羽
民
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
四
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
羽
民
國
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
羽
民
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳

文
堂
刊
本
）

う
め　

梅

『
三
才
図
会
』
に
よ
る
と
、
梅
に
は
四
徳
が
あ
る
。
初
め
て
出
来
た
蕾
は
元
、

開
花
は
亨
、
実
っ
た
実
は
利
、
熟
れ
た
の
は
貞
と
す
る
。
ち
な
み
に
「
元
・
亨
・

利
・
貞
」
は
『
易
経
』
に
あ
る
最
初
の
言
葉
で
あ
る
。
な
お
、
梅
に
は
「
四
貴
」

が
あ
る
。
稀
を
貴
と
し
、
繁
を
貴
と
し
な
い
。
老
を
貴
と
し
、
嫩
を
貴
と
し
な
い
。

痩
を
貴
と
し
、
肥
を
貴
と
し
な
い
。
含
を
貴
と
し
、
開
を
貴
と
し
な
い
と
い
う
。

【
出
典
】

梅
具
四
德
，
初
生
蘃
爲
元
，
開
花
爲
亨
，
結
子
爲
利
，
成
熟
爲
貞
。
梅
有
四
貴
，

貴
稀
不
貴
繁
，
貴
老
不
貴
嫩
，
貴
瘦
不
貴
肥
，
貴
含
不
貴
開
。
范
石
湖
梅
譜
凡

十
一
種
，
紫
蒂
紅
梅
、
玉
叠
綠
蕚
、
粉
紅
消
梅
、
杏
梅
、
鶴
頂
梅
、
時
梅
、
秋

梅
、
枯
梅
，
又
有
一
種
蠟
梅
，
花
作
蜜
色
，
亦
有
三
種
，
罄
口
、
荷
花
、
九
英
。

惟
九
英
爲
下
品
。（
明
·
王
圻
、
王
思
義
撰
“
三
才
圖
會
”
草
木
十
一
卷
）

【
作
例
】
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四
五

「
梅
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
草
木
十
一
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609
﹈
刊
本
）

「
梅
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
八
十
六
、正
徳
二
年
﹇1712

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
梅
」﹇
盆
中
梅
﹈（
玉
翠
斎
藤
原
義
包
圖
『
畫
圖
撰
要
』巻
下
、明
和
三
年
﹇1766

﹈

層
山
堂
刻
本
）

「
無
題
」﹇
梅
﹈（
抱
一
上
人
編
、
尾
形
光
琳
繪
『
光
琳
百
圖
』
上
、
文
化
一
二

年
﹇1815

﹈
跋
、
博
文
舘
蔵
板
）

「
梅
」﹇
扇
面
﹈（
尾
形
光
琳
繪
『
光
琳
百
圖
』
下
、
文
化
一
二
年
﹇1815

﹈
跋
、

博
文
舘
蔵
板
）

「
梅
」﹇
梅
に
小
鳥
﹈（『
初
心
畫
鑑
』、
明
和
三
年
﹇1766

﹈
和
泉
屋
・
西
村
屋

再
版
）

「
梅
」（『
職
巧
雛
型
錦
袋
畫
叢
』、
文
政
一
一
年
﹇1828

﹈
文
花
堂
刻
本
）

「
梅
」﹇
扇
面
﹈（
揺
月
素
眞
先
生
畫
『
素
眞
畫
譜
』
初
編
、
安
政
五
年
﹇1858

﹈

序
、
探
花
堂
・
文
會
堂
刻
本
）

「
梅
」（
文
鳳
山
人
﹇
文
鳳
駿
聲
﹈『
文
鳳
畫
譜
』
三
編
、
文
化
八
年
﹇1811

﹈

河
内
屋
・
吉
田
屋
刊
本
）

「
梅
」（『
北
渓
漫
畫
初
編
』、
永
樂
屋
刊
本
）

「
梅
」﹇
雲
谷
等
禅
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
纂
『
和
漢
名
畫
苑
』
三
巻
、
寛
延
二

年
﹇1749

﹈
序
、
寳
文
堂
刻
本
）

「
梅
」（『
繪
本
初
心
柱
立
』
三
、正
徳
五
年
﹇1715

﹈
新
板
、寶
暦
一
一
年
﹇1761
﹈

再
刻
、
小
林
喜
右
衛
門
・
今
井
七
郎
兵
衛
刊
本
）

「
無
題
」﹇
梅
﹈（
木
風
翁
文
紹
寫
『
古
今
名
家
畫
苑
』
初
編
、
須
原
屋
等
刊
本
）

「
梅
」（『
雅
興
筆
意
畫
圖
絶
妙
』
上
、
安
永
三
年
﹇1774

﹈
序
、
明
和
九
年
﹇
安

永
一
、1772

﹈
跋
、
弘
簡
堂
蔵
板
）

「
無
題
」﹇
梅
﹈（
法
眼
春
卜
雪
静
編
『
畫
巧
潜
覧
』
巻
一
、
元
文
五
年
﹇1740

﹈

敦
賀
屋
刊
本
）

「
梅
」﹇
二
図
﹈（
副
孟
義
編
『
宋
紫
石
畫
譜
』
巻
上
、
明
和
二
年
﹇1765

﹈
求

古
堂
梓
、
須
原
屋
刊
本
）

↓
「
梅
花
」

う
め
に
い
ん
こ　

梅
に
い
ん
こ

【
作
例
】

「
梅
に
い
ん
こ
」﹇
呂
記
筆
﹈（
信
天
翁
月
岡
法
橋
雪
鼎
纂
『
和
漢
名
筆
金
玉
畫

府
』
初
巻
、
明
和
八
年
﹇1771

﹈
寳
文
堂
刻
本
）

う
め
に
う
ぐ
い
す　

梅
に
鶯

【
作
例
】

「
梅
に
鶯
」（
玉
翠
斎
藤
原
義
包
圖
『
畫
圖
撰
要
』
巻
中
、
明
和
三
年
﹇1766

﹈

層
山
堂
刻
本
）

「
梅
鶯
」﹇
雲
谷
雪
林
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
『
和
漢
名
畫
苑
』
三
巻
、
寛
延
二

年
﹇1749

﹈
序
、
寳
文
堂
刻
本
）

「
梅
鶯
圖
」（
桂
處
南
原
薫
摹
『
聚
美
畫
鑒
』
壱
、明
治
二
二
年
﹇1889

﹈
刊
本
）

う
め
に
お
し
ろ　

梅
に
お
し
ろ
（
白
頭
）

【
作
例
】

「
梅
に
お
し
ろ
」﹇
法
眼
探
幽
筆
﹈（
法
橋
春
卜
畫
『
和
漢
名
筆
畫
本
手
鑒
』、
享

保
五
年
﹇1720

﹈
序
・
跋
、
前
川
文
榮
堂
梓
、
文
榮
堂
蔵
板
）

「
梅
に
お
し
ろ
」﹇
長
崎
松
亭
筆
﹈（
法
橋
春
卜
一
翁
『
和
漢
名
畫
苑
』
六
巻
、

寛
延
二
年
﹇1749

﹈
序
、
寳
文
堂
刻
本
）

「
梅
花
白
頭
翁
」（
渡
邉
瑛
編
『
邊
氏
畫
譜
』、
文
化
三
年
﹇1806

﹈
刊
本
）

う
め
に
つ
き　

梅
に
月

【
作
例
】
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四
六

「
梅
に
月
」（
尾
形
光
琳
『
光
琳
百
圖
』
下
、
文
化
一
二
年
﹇1815

﹈
跋
、
博
文

舘
蔵
板
）

う
め
に
は
と　

梅
に
鳩

【
作
例
】

「
梅
に
鳩
」（
玉
翠
斎
藤
原
義
包
圖
『
畫
圖
撰
要
』
巻
下
、
明
和
三
年
﹇1766

﹈

層
山
堂
刻
本
）

「
梅
に
鳩
」（
橘
守
国
畫
圖
『
運
筆
麄
畫
』
巻
中
、
寛
延
一
年
﹇1748

﹈
序
、
弘

化
一
年
﹇1844

﹈
煕
春
堂
蔵
板
、
須
原
屋
等
發
行
）

う
め
に
む
く
と
り　

梅
に
椋
鳥

【
作
例
】

「
梅
に
む
く
鳥
」﹇
呂
記
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
集
『
畫
史
會
要
』
巻
二
、
寳
暦

三
年
﹇1753

﹈
須
原
茂
兵
衛
等
刊
本
）

う
め
ば
な　

梅
花

↓
「
梅
」

【
作
例
】

「
梅
花
」（
鮮
斎
永
濯
繪
『
萬
物
雛
形
畫
譜
』
三
編
、
明
治
一
二
年
﹇1879
﹈
寳

集
堂
刊
本
）

う
ゆ
う
せ
ん
せ
い  

烏
有
先
生

漢
の
司
馬
相
如
（
前179

〜
前117

）
の
『
子
虚
賦
』
に
は
烏
有
先
生
と
い
う

人
物
が
い
る
が
、
実
在
の
人
物
で
は
な
い
。「
烏
有
」
と
は
存
在
し
な
い
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

【
出
典
】

蜀
人
楊
得
意
爲
狗
監
，
侍
上
。
上
讀
子
虛
賦
而
善
之
，
曰
，
朕
獨
不
得
與
此
人

同
時
哉
。
得
意
曰
，
臣
邑
人
司
馬
相
如
自
言
爲
此
賦
。
上
驚
，
乃
召
問
相
如
。

相
如
曰
，
有
是
。
然
此
乃
諸
侯
之
事
，
未
足
觀
也
。
請
爲
天
子
遊
獵
賦
。
賦
成

奏
之
。
上
許
，
令
尚
書
給
筆
札
。
相
如
以
子
虛
，
虛
言
也
。
爲
楚
稱
。
烏
有
先

生
者
，
烏
有
此
事
也
。
爲
齊
難
。
無
是
公
者
，
無
是
人
也
。
明
天
子
之
義
。
故

空
藉
此
三
人
爲
辭
。
以
推
天
子
諸
侯
之
苑
囿
。
其
卒
章
歸
之
於
節
儉
。
因
以
風

諫
。
奏
之
天
子
。
天
子
大
說
。（
漢
·
司
馬
遷
撰
“
史
記
”
卷
一
百
一
十
七
，

司
馬
相
如
列
傳
第
五
十
七
）

う
ん
が
い
に
よ
る
こ
え
を
い
る
ず　

雲
外
夜
射
聲
圖

【
作
例
】

「
雲
外
夜
射
聲
圖
」（
橘
有
税
﹇
橘
氏
宗
兵
衛
﹈『
繪
本
寫
寶
袋
』
巻
五
、
享
保

五
年
﹇1720

﹈
稱
觥
堂
板
、
明
和
七
年
﹇1770

﹈
須
原
屋
・
柏
原
屋
再
板
）

う
ん
か
ん
き
ゅ
う
ほ
う　

雲
間
九
峯

【
作
例
】

「
雲
間
九
峯
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
二
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈

寳
文
堂
刊
本
）

う
ん
す
い　

雲
水

空
に
あ
る
水
気
は
「
雲
水
」
と
い
う
。

【
出
典
】

水
氣
之
在
天
爲
雲
水
。（
宋
·
陸
佃
撰
《
埤
雅
》
卷
二
十
）

う
ん
ち
ゅ
う
し　

雲
仲
子

【
作
例
】　

「
雲
仲
子
之
像
」（
橘
有
税
﹇
橘
氏
宗
兵
衛
﹈『
繪
本
寫
寶
袋
』
巻
四
、
享
保
五

年
﹇1720

﹈
稱
觥
堂
板
、
明
和
七
年
﹇1770

﹈
須
原
屋
・
柏
原
屋
再
板
）
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四
七

う
ん
ち
ゅ
う
し
し
ょ
う
ま
き
ょ
う
を
あ
げ
て
よ
う
き
を
み
る

雲
中
子
掲
照
魔
鏡
視
妖
気

【
作
例
】

「
雲
中
子
掲
照
魔
鏡
視
妖
気
」（
法
橋
玉
山
畫
『
畫
本
玉
藻
譚
』
巻
一
、
文
化
二

年
﹇1805
﹈
刊
本
）

う
ん
ち
ゅ
う
ふ
く
ろ
く
じ
ゅ　

雲
中
福
禄
壽

↓
「
福
禄
壽
」

【
作
例
】

「
雲
中
福
禄
壽
」（
鄰
松
先
生
纂
、
英
一
蝶
筆
『
群
蝶
畫
英
』
上
、
明
和
六
年

﹇1769

﹈
題
言
、
安
永
七
年
﹇1778
﹈
山
城
屋
發
行
）

う
ん
ぼ
う
せ
ん
せ
い　

雲
房
先
生

↓
「
鍾
離
權
」

【
作
例
】

↓
「
呂
洞
賓
」

う
ん
ぼ
う
り
ょ
じ
ゅ
ん
よ
う
を
ど
す　

雲
房
度
呂
純
陽

↓
「
呂
洞
賓
」

う
ん
も
ん
ぜ
ん
じ　

雲
門
禅
師

雲
門
禅
師
は
雲
門
文
偃
の
こ
と
で
あ
る
。
俗
姓
は
張
と
い
い
、
浙
江
嘉
興
の
人

で
あ
る
。
十
七
歳
に
出
家
し
、
黄
檗
希
運
の
法
嗣
睦
州
道
従
に
参
じ
、
さ
ら
に
雪

峰
義
存
に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣
ぐ
。
雲
門
山
に
住
し
て
三
十
年
に
な
る
。

【
出
典
】

韶
州 

雲
門
山 

光
奉
院 

文
偃
禪
師
，
嘉
興
人
也
。
姓
張
氏
，
幼
依
空
王
寺 

志

澄
律
師
出
家
。
敏
質
生
知
，
慧
辯
天
縱
。
及
長
，
落
髮
禀
具
於
毗
陵
壇
，
侍
澄

數
年
，
探
窮
律
部
。
以
己
事
未
明
，
往
參
睦
州
。
州
纔
見
來
，
便
閉
卻
門
。
師

乃
扣
門
，
州
曰
，
誰
。
師
曰
，
某
甲
。
州
曰
，
作
甚
麼
。
師
曰
，
己
事
未
明
，

乞
師
指
示
。
州
開
門
一
見
便
閉
卻
。
師
如
是
連
三
日
扣
門
，
至
第
三
日
，
州
開

門
，
師
乃
拶
入
，
州
便
擒
住
曰
，
道
，
道
。
師
擬
議
，
州
便
推
出
曰
，
秦
時
鍍

（
不
是
金
字
邊
是
車
字
邊
）
轢
鑚
。
遂
掩
門
，
損
師
一
足
。
師
從
此
悟
入
。
州

指
見
雪
峯
，
師
到
雪
峯
莊
，
見
一
僧
迺
問
，
上
座
今
日
上
山
去
那
。
僧
曰
，
是
。

師
曰
，
寄
一
則
因
緣
，
問
堂
頭
和
尚
，
祇
是
不
得
道
是
別
人
語
。
僧
曰
，
得
。

師
曰
，
上
座
到
山
中
見
和
尚
上
堂
，
衆
纔
集
便
出
，
握
腕
立
地
曰
，
這
老
漢
項

上
鐵
枷
，
何
不
脫
卻
。
其
僧
一
依
師
教
。
雪
峯
見
這
僧
與
麼
道
，
便
下
座
攔
胷

把
住
曰
，
速
道
，
速
道
。
僧
無
對
。
峯
拓
開
曰
，
不
是
汝
語
。
僧
曰
，
是
某
甲

語
。
峯
曰
，
侍
者
將
繩
棒
來
。
僧
曰
，
不
是
某
語
，
是
莊
上
一
浙
中
上
座
教
某

甲
來
道
。
峯
曰
，
大
衆
去
莊
上
迎
取
五
百
人
善
知
識
來
。
師
次
日
上
雪
峯
，
峯

纔
見
便
曰
，
因
甚
麼
得
到
與
麼
地
。
師
乃
低
頭
，
從
茲
契
合
。［
中
略
］
以
乾

和
七
年
已
酉
四
月
十
日
，順
寂
。
塔
全
身
於
方
丈
。（
宋
·
普
濟
撰
“
五
燈
會
元
”

卷
十
五
，
雪
峯
存
禪
師
法
嗣
）

う
ん
も
ん
ほ
う
い　

雲
門
縫
衣

【
作
例
】

「
雲
門
縫
衣
」（
文
鳳
山
人
﹇
文
鳳
駿
聲
﹈『
文
鳳
畫
譜
』三
編
、文
化
八
年
﹇1811

﹈

河
内
屋
・
吉
田
屋
刊
本
）

う
ん
り
こ
ん
ご
う
そ
う
ま
ん　

雲
裡
金
剛
宋
萬

宋
萬
は
『
水
滸
伝
』
の
中
の
一
人
の
豪
傑
で
あ
る
。「
雲
裡
金
剛
」
は
宋
萬
の

綽
名
で
あ
る
。
彼
は
梁
山
泊
の
長
老
で
あ
り
、
白
衣
秀
士
王
倫
、
摸
着
天
杜
遷
と

と
も
に
梁
山
泊
を
創
建
し
た
人
物
で
あ
る
。

【
出
典
】

朱
貴
引
著
林
沖
，
來
到
聚
義
廳
上
。
中
間
交
椅
上
，
坐
著
一
個
好
漢
，
正
是
白

― 150 ―



日本における中国画題綜覧（二）（張　小鋼）

四
八

衣
秀
士
王
倫
。
左
邊
交
椅
上
，
坐
著
摸
著
天
杜
遷
。
右
邊
交
椅
，
坐
著
雲
裡
金

剛
宋
萬
。（
百
二
十
回
本
“
水
滸
傳
”
第
十
一
回
）

【
作
例
】

「
宋
萬
」（
清
・
陸
謙
畫
『
天
𦊆
地
煞
圖
』
不
分
巻
、
天
保
六
年
﹇1835

﹈
覆
清

刊
本
）

「
雲
裡
金
剛
宋
萬
」（
葛
飾
前
北
斎
爲
一
筆
『
繪
本
水
滸
傳
』、
文
政
一
二
年

﹇1829

﹈
序
、
萬
極
堂
梓
）

「
雲
裡
金
剛
宋
萬
」（
仮
名
垣
魯
文
標
記
、一
雲
斎
国
久
畫
『
肖
像
水
滸
銘
々
傳
』

前
編
上
、
弘
化
五
年
﹇1848
﹈
不
朽
堂
刻
本
）

「
雲
裡
金
剛
宋
萬
」（
江
境
菴
花
川
編
、
月
岡
芳
年
筆
『
繍
像
水
滸
銘
々
傳
』
初

編
、
慶
應
三
年
﹇1867

﹈
序
、
大
橋
堂
刻
本
・
蔵
板
）

う
ん
り
ゅ
う　

雲
龍

【
作
例
】

「
雲
龍
」（『
畫
本
初
心
柱
立
』
一
、
正
徳
五
年
﹇1715
﹈
刊
本
、
寶
暦
一
一
年

﹇1761

﹈
再
刊
本
）

「
雲
龍
」（
玉
翠
斎
藤
原
義
包
圖
『
畫
圖
撰
要
』
巻
下
、
明
和
三
年
﹇1766

﹈
層

山
堂
刻
本
）

「
雲
龍
」（『
畫
圖
百
珍
』
下
、
明
治
一
七
年
﹇1884

﹈
北
畠
茂
兵
衛
等
求
版
）

「
雲
龍
之
圖
」（
南
原
桂
處
薫
摹
『
聚
美
畫
鑒
』
壱
、
明
治
二
二
年
﹇1889
﹈
芝

川
又
右
衛
門
發
行
）

「
無
題
」﹇
雲
龍
﹈（
木
風
翁
文
紹
編
『
古
今
名
家
畫
苑
』
初
編
、須
原
屋
等
刊
本
）

え
行

え
い
か
ん
ぶ
し
ょ
う　

衛
瓘
撫
床

晋
の
衛
瓘
（220

〜291

）
は
、
字
は
伯
玉
と
い
い
、
河
東
の
安
邑
（
山
西
省

夏
県
）
の
人
で
あ
る
。
晋
武
帝
（265

〜290

在
位
）
の
頃
、
彼
は
司
空
（
司
徒
、

司
馬
と
共
に
「
三
公
」
と
呼
ば
れ
、
皇
帝
を
補
佐
す
る
三
役
の
一
人
で
あ
る
）
に

抜
擢
さ
れ
、
朝
野
で
名
声
を
得
て
い
た
。
晋
恵
帝
（290

〜306

在
位
）
が
皇
太

子
で
あ
っ
た
頃
、
朝
廷
の
重
臣
た
ち
は
皆
彼
が
適
任
者
と
思
っ
た
。
衛
瓘
も
そ
う

思
っ
た
が
、
敢
え
て
帝
に
は
言
わ
な
か
っ
た
。
あ
る
と
き
、
帝
が
凌
雲
台
で
宴
会

を
開
催
し
、
衛
瓘
は
酔
っ
た
ふ
り
を
し
て
帝
の
御
座
の
前
に
行
き
、
手
で
御
座
を

触
り
な
が
ら
、「
こ
の
御
座
が
惜
し
い
」
と
言
っ
た
。
帝
は
す
ぐ
彼
の
真
意
が
わ

か
り
、「
あ
な
た
が
本
当
に
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
な
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
衛
瓘
が
黙

り
込
ん
だ
。
後
に
恵
帝
が
即
位
し
た
。
皇
后
で
あ
る
賈
氏
が
衛
瓘
を
死
に
追
い
込

ん
だ
。（『
晋
書
』
巻
三
十
六
、
列
傳
第
六
）

【
出
典
】

晉
書
。
衞
瓘
字
伯
玉
，
河
東 

安
邑
人
。
武
帝
時
遷
司
空
，
爲
政
清
簡
，
甚
得

朝
野
聲
譽
。
惠
帝
爲
太
子
，
朝
臣
咸
謂
純
質
，
不
能
親
政
事
。
瓘
每
欲
陳
啓
廢

之
，
而
未
敢
發
。
後
會
宴
凌
雲
臺
，
瓘
托
醉
，
因
跪
帝
床
前
曰
，
臣
欲
有
啓
，

欲
言
而
止
者
三
。
因
以
手
撫
床
曰
，
此
座
可
惜
。
帝
悟
，
因
謬
曰
，
公
眞
大
醉

邪
。
瓘
不
復
有
言
。
賈
后
由
是
怨
之
。
後
告
老
，
進
位
太
保
就
第
。
惠
帝
立
，

以
瓘
錄
尚
書
事
，
賈
后
素
怨
瓘
，
且
忌
其
方
直
不
得
騁
己
淫
虐
，
啓
帝
作
詔
，

免
瓘
官
，
遂
被
害
。（
唐
·
李
瀚
撰
“
蒙
求
”）

【
作
例
】

「
衛
瓘
撫
床
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
五
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

え
い
き
ま
ん
ね
ん　

栄
貴
萬
年

「
栄
貴
萬
年
」
は
芙
蓉
と
桂
花
を
描
い
た
絵
で
あ
る
。「
栄
」
は
「
蓉
」
と
同
じ
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四
九

発
音
「róng

」
で
あ
る
。「
貴
」
は
「
桂
」
と
同
じ
発
音
「guì

」
で
あ
る
。
栄
華

と
富
貴
の
生
活
は
永
遠
に
続
く
こ
と
を
願
う
意
味
で
あ
る
。（
金
井
紫
雲
編
『
東

洋
畫
題
綜
覧
』
参
照
）

え
い
け
い
ゆ
の
つ
ま　

衛
敬
瑜
妻

覇
城
（
灞
陵
）
の
王
整
之
の
姉
が
衛
敬
瑜
に
嫁
い
だ
。
彼
女
は
十
六
歳
の
頃
夫

敬
瑜
が
亡
く
な
っ
た
。
両
家
の
両
親
は
皆
彼
女
に
再
婚
を
す
す
め
た
が
、
彼
女
は

そ
れ
に
応
じ
ず
、
自
分
の
耳
を
切
り
取
っ
て
皿
に
置
き
、
固
い
決
意
を
表
明
し
た
。

そ
の
た
め
両
親
た
ち
は
断
念
し
た
。
彼
女
は
亡
き
夫
の
墓
の
前
に
柏
の
木
を
植
え

た
が
、
そ
の
木
は
忽
ち
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
、
一
年
を
経
っ
て
か
ら
ま
た
わ
か

れ
た
。
な
お
、
家
屋
に
燕
の
巣
が
あ
り
、
雄
と
雌
が
常
に
一
緒
に
飛
ん
だ
が
、
後

に
一
羽
だ
け
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
雍
州
の
刺
史
は
彼
女
を
表

彰
す
る
た
め
に
楼
閣
を
建
て
、「
貞
義
衛
婦
之
閭
」
と
い
う
扁
額
を
書
い
た
と
い

う
。

【
出
典
】

又
霸
城 

王
整
之
姊
嫁
爲
衛
敬
瑜
妻
，年
十
六
而
敬
瑜
亡
，父
母
舅
姑
咸
欲
嫁
之
，

誓
而
不
許
，
乃
截
耳
置
盤
中
爲
誓
，
乃
止
。
遂
手
爲
亡
壻
種
樹
數
百
株
，
墓
前

栢
樹
忽
成
連
理
，
一
年
許
還
復
分
散
。
女
乃
爲
詩
曰
，
墓
前
一
株
栢
，
根
連
復

並
枝
。
妾
心
能
感
木
，
頹
城
何
足
奇
。
所
住
戶
有
鷰
巢
，
常
雙
飛
來
去
，
後
忽

孤
飛
。
女
感
其
偏
栖
，
乃
以
縷
繋
腳
爲
誌
。
後
歲
此
鷰
果
復
更
來
，
猶
帶
前
縷
。

女
復
爲
詩
曰
，
昔
年
無
偶
去
，
今
春
猶
獨
歸
。
故
人
恩
旣
重
，
不
忍
復
雙
飛
。

雍
州
刺
史
西
昌
侯 

藻
嘉
其
美
節
，
乃
起
樓
於
門
，
題
曰
，
貞
義
衛
婦
之
閭
。

又
表
於
臺
。（
唐
·
李
延
壽
撰
“
南
史
”
卷
七
十
四
，
列
傳
第
六
十
四
）

【
作
例
】

「
衛
敬
瑜
妻
」（
明
・
汪
氏
輯
、
仇
英
實
甫
補
圖
『
列
女
傳
』
巻
七
、
乾
隆
四
四

年
﹇1779

﹈
序
刊
本
）

「
衛
敬
瑜
妻
」（
馬
場
信
意
『
分
類
畫
本
良
材
』
巻
四
、
正
徳
五
年
﹇1715

﹈
須

原
茂
兵
衛
・
柏
屋
四
郎
兵
衛
蔵
板
）

え
い
ご
う　

衞
后

↓
「
衛
皇
后
」

【
作
例
】

「
衛
后
」（
馬
場
信
意
『
分
類
畫
本
良
材
』
巻
四
、
正
徳
五
年
﹇1715

﹈
須
原
茂

兵
衛
・
柏
屋
四
郎
兵
衛
蔵
板
）

「
衛
后
」（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳
漢
畫
』、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
吉
田
新
兵
衛
・
鹿

島
忠
兵
衛
・
鷲
頭
辰
三
郎
刊
本
）

え
い
こ
う
ご
う　

衞
皇
后

衛
皇
后
（
？
〜
前91

）、
字
は
子
夫
と
い
い
、
河
東
平
陽
（
山
西
省
臨
汾
南
西
）

の
人
で
あ
る
。
漢
武
帝
の
皇
后
で
あ
る
。
弟
衛
青
は
大
司
馬
相
如
大
将
軍
で
あ
り
、

姉
の
子
で
あ
る
霍
去
病
は
大
司
馬
驃
騎
将
軍
で
あ
る
。
初
め
は
衛
皇
后
が
平
陽
公

主
の
家
の
女
優
で
あ
っ
た
。武
帝
が
訪
ね
て
行
っ
た
際
、気
に
入
っ
て
連
れ
て
帰
っ

た
。
元
朔
元
年
（
前128

）、
據
を
生
む
こ
と
に
よ
り
皇
后
に
な
っ
た
。
元
狩
元
年

（
前122

）、
據
が
太
子
に
な
っ
た
。
征
和
二
年
（
前91

）、「
巫
蠱
事
件
」
で
太
子

と
と
も
に
江
充
を
殺
し
、
さ
ら
に
軍
隊
を
出
し
て
宰
相
屈
氂
と
戦
っ
た
。
間
も
な

く
失
敗
し
て
、
太
子
が
逃
げ
出
し
、
衛
皇
后
の
印
綬
が
武
帝
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

結
局
、
衛
皇
后
が
自
殺
し
た
。

【
出
典
】

衛
皇
后
字
子
夫
。
生
微
矣
。
蓋
其
家
號
曰
衞
氏
。
出
平
陽
侯
邑
。
子
夫
爲
平
陽

主
謳
者
。
武
帝
初
卽
位
。
數
歲
無
子
。
平
陽
主
求
諸
良
家
子
女
十
餘
人
、
飾
置

家
。
武
帝
祓
霸
上
還
。
因
過
平
陽
主
。
主
見
所
侍
美
人
。
上
弗
說
。
旣
飲
。
謳

者
進
。
上
望
見
，
獨
說
衞
子
夫
。
是
日
武
帝
起
更
衣
。
子
夫
侍
尚
衣
。
軒
中
得

幸
。
上
還
坐
、
驩
甚
。
賜
平
陽
公
主
金
千
斤
。
主
因
奏
子
夫
，
奉
送
入
宮
。
子

夫
上
車
。
平
陽
主
拊
其
背
曰
。
行
矣
。
彊
飯
勉
之
。
卽
貴
無
相
忘
。
入
宮
歲
餘
。
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五
〇

竟
不
復
幸
。
武
帝
擇
宮
人
不
中
用
者
，
斥
出
歸
之
。
衞
子
夫
得
見
，
涕
泣
請
出
。

上
憐
之
，
復
幸
。
遂
有
身
。
尊
寵
日
隆
。
召
其
兄
衞
長
君
、
弟
青
爲
侍
中
。
而

子
夫
後
大
幸
有
寵
。
凡
生
三
女
一
男
。
男
名
據
。［
中
略
］ 

於
是
廢
陳
皇
后
、

而
立
衞
子
夫
爲
皇
后
。（
漢
·
司
馬
遷
撰
“
史
記
”
卷
四
十
九
、
外
戚
世
家
第

十
九
）

【
作
例
】

↓
「
衛
后
」

え
い
し
ゅ
く　

永
叔

↓
「
欧
陽
修
」、「
欧
陽
永
叔
」

【
作
例
】

「
永
叔
」（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳
漢
畫
』、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
吉
田
新
兵
衛
・
鹿

島
忠
兵
衛
・
鷲
頭
辰
三
郎
刊
本
）

え
い
し
ゅ
く
き
ょ
う　

衛
叔
卿

衛
叔
卿
は
中
山
の
人
で
あ
り
、
雲
母
を
服
用
し
て
仙
人
と
な
っ
た
。
漢
の
元
鳳

二
年
（
前79

）、彼
は
白
鹿
に
乗
っ
て
、漢
武
帝
を
訪
ね
た
。
武
帝
は
「
君
は
誰
か
」

と
聞
き
、叔
卿
は
「
中
山
の
衛
叔
卿
だ
」
と
答
え
た
。
武
帝
は
「
中
山
の
人
な
ら
、

私
の
臣
下
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
た
。
す
る
と
、叔
卿
は
急
に
姿
を
く
ら
ま
し
た
。

武
帝
は
大
変
後
悔
し
、
使
者
梁
伯
之
を
遣
っ
て
中
山
に
探
し
に
行
か
せ
た
。
そ
こ

で
度
世
と
い
う
叔
卿
の
子
を
見
つ
け
た
。
武
帝
は
二
人
を
遣
っ
て
崋
山
に
探
し
に

行
か
せ
た
。
度
世
は
父
親
を
見
つ
け
た
が
、
帰
ら
ず
に
使
者
梁
伯
之
と
と
も
に
五

色
雲
母
を
服
用
し
仙
人
と
な
っ
た
と
い
う
。

【
出
典
】

衞
叔
卿
者
，
中
山
人
也
。
服
雲
母
得
仙
。
漢 

元
鳳
二
年
八
月
壬
辰
，
武
帝
閒

居
殿
上
，
忽
有
一
人
乘
浮
雲
，
駕
白
鹿
，
集
於
殿
前
。
帝
驚
問
之
爲
誰
。
曰
，

我
中
山 

衞
叔
卿
也
。
帝
曰
，
中
山
非
我
臣
乎
。
叔
卿
不
應
，
卽
失
所
在
。
帝

甚
悔
恨
，
卽
使
使
者
梁
伯
之
往
中
山
推
求
，
遂
得
叔
卿
子
。
名
度
世
，
卽
將
還

見
。
帝
問
焉
。
度
世
答
曰
，
臣
父
少
好
仙
道
，
服
藥
治
身
八
十
餘
年
，
體
轉
少

壯
，
一
旦
委
臣
去
，
言
當
入
華
山
耳
。
今
四
十
餘
年
未
嘗
還
也
。
帝
卽
遣
梁
伯

之
與
度
世
往
華
山
覓
之
。
度
世
與
梁
伯
之
俱
上
山
，
輒
雨
。
積
數
日
，
度
世
乃

曰
，
吾
父
豈
不
欲
吾
與
人
俱
往
乎
。
更
齋
戒
獨
上
，
望
見
其
父
與
數
人
於
石
上

嬉
戲
，
度
世
旣
到
，
見
父
上
有
紫
雲
，
覆
廕
鬱
鬱
，
白
玉
爲
床
，
有
數
仙
童
執

幢
節
，
立
其
後
。
度
世
望
而
再
拜
，
叔
卿
問
曰
，
汝
來
何
爲
。
度
世
具
說
天
子

悔
恨
不
得
與
父
共
語
，
故
遣
使
者
與
度
世
共
來
。
叔
卿
曰
，
吾
前
爲
太
上
所
遣
，

欲
戒
帝
以
災
厄
之
期
，
及
救
危
厄
之
法
，
國
祚
可
延
，
而
帝
强
梁
自
貴
，
不
識

道
眞
，
反
欲
臣
我
，
不
足
告
語
，
是
以
棄
去
。
今
當
與
中
黃
太
一
共
定
天
元
九

五
之
紀
，
吾
不
得
復
往
也
。
度
世
因
曰
，
向
與
父
博
者
爲
誰
。
叔
卿
曰
，
洪
崖

先
生
、
許
由
、
巢
父
、
王
子
晉
、
薛
容
也
。
今
世
向
大
亂
，
天
下
無
聊
，
後
數

百
年
間
，
土
滅
金
亡
，
天
君
來
出
，
乃
在
壬
辰
耳
。
我
有
仙
方
，
在
家
西
北
柱

下
。
歸
取
，
按
之
合
藥
服
餌
，
令
人
長
生
不
死
，
能
乘
雲
而
行
，
道
成
來
就
吾

於
此
，
不
須
復
爲
漢
臣
也
。
度
世
拜
辭
而
歸
，
掘
得
玉
函
，
封
以
飛
仙
之
香
，

取
而
按
之
餌
服
，
乃
五
色
雲
母
，
幷
以
教
梁
伯
之
，
遂
俱
仙
去
，
不
以
告
武
帝

也
。（
晉
·
葛
洪
撰
“
神
仙
傳
”
卷
二
）

【
作
例
】

「
衛
叔
卿
」（
明
・
王
世
貞
撰
『
有
象
列
仙
全
傳
』
巻
二
、萬
暦
二
八
年
﹇1600

﹈

刊
本
）

「
衛
叔
卿
」（
寂
照
主
人
月
僊
寫
並
題
『
列
仙
圖
賛
』
二
、
天
明
四
年
﹇1784

﹈

寂
照
寺
蔵
板
）

え
い
せ
ん
ゆ
う
ん　

頴
川
庾
蘊

「
頴
川
庾
蘊
」
と
は
頴
川
の
庾
蘊
で
あ
り
、
彼
は
蘭
亭
曲
水
の
宴
に
参
加
す
る

四
十
二
人
（
一
説
は
四
十
三
人
）
の
中
の
一
人
で
あ
る
。

【
出
典
】
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五
一

子
成
。
申 

駱
重
婚
，
西
戎
皆
服
，
所
以
爲
王
。
王
其
圖
之
。
於
是
孝
王
曰
，

昔
伯
翳
爲
舜
主
畜
，
畜
多
息
，
故
有
土
，
賜
姓
嬴
。
今
其
後
世
亦
爲
朕
息
馬
，

朕
其
分
土
爲
附
庸
。
邑
之
秦
，
使
復
續
嬴
氏
祀
，
號
曰
秦
嬴
。
亦
不
廢
申
侯
之

女
子
爲
駱
適
者
，以
和
西
戎
。（
漢
·
司
馬
遷
撰
“
史
記
”
卷
五
，秦
本
紀
第
五
）

【
作
例
】

「
嬴
非
子
牧
馬
受
封
」（
明
・
余
邵
魚
撰
『
片
璧
列
国
志
』、
崇
禎
年
間
﹇1628

〜1644

﹈
金
閶
五
雅
堂
刊
本
）

「
嬴
非
子
養
馬
圖
」（
橘
有
税
﹇
橘
氏
宗
兵
衛
﹈『
繪
本
寫
寶
袋
』
巻
五
、
享
保

五
年
﹇1720

﹈
稱
觥
堂
板
、
明
和
七
年
﹇1770

﹈
須
原
屋
・
柏
原
屋
再
板
）

え
い
ゆ
う
ど
く
り
つ　

英
雄
獨
立

鷹
の
絵
と
さ
れ
る
が
、
実
際
雄お
す

の
鶏
の
絵
と
し
て
よ
く
描
か
れ
る
。（
金
井
紫

雲
撰
『
東
洋
畫
題
綜
覧
』
参
考
）

【
作
例
】

「
英
雄
獨
立
」（
清
・
鄭
績
繪
編
『
夢
幻
居
畫
學
簡
明
』、
同
治
年
間
﹇1862

〜

1874

﹈
刊
本
）

え
お
ん　

慧
遠

釋
慧
遠
（334

〜416

）
は
元
が
賈
の
姓
で
、雁
門
婁
煩
（
山
西
省
寧
武
の
付
近
）

の
生
ま
れ
で
あ
る
。
子
供
の
頃
、
慧
遠
は
勉
強
が
好
き
で
、
十
三
歳
の
時
に
叔
父

令
狐
氏
に
つ
い
て
洛
陽
に
遊
学
し
た
。
故
に
弱
冠
で
あ
り
な
が
ら
儒
学
生
に
な
っ

た
。
慧
遠
は
六
経
を
博
し
、
と
り
わ
け
老
荘
の
学
問
に
詳
し
い
。
心
が
広
く
、
世

俗
に
無
縁
で
あ
る
。
儒
者
や
英
才
た
ち
に
は
彼
を
敬
服
し
な
い
人
が
い
な
い
。
二

十
一
歳
の
頃
、
江
東
に
渡
り
、
范
宣
子
に
つ
い
て
学
び
た
か
っ
た
が
、
あ
い
に
く

そ
の
時
石
虎
が
亡
く
な
り
、
中
原
が
混
乱
し
た
た
め
、
南
の
道
が
不
通
と
な
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
釋
道
安
は
恒
山
に
寺
院
を
作
り
、
仏
法
を
弘
揚
し
、
名
声
を
あ
げ
た
。

慧
遠
は
早
速
道
安
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
。
道
安
を
自
分
の
師
と
し
て
敬
っ
た
。
し

↓
「
蘭
亭
四
十
二
賢
圖
」、「
蘭
亭
四
十
三
賢
圖
」

【
作
例
】

「
頴
川
庾
蘊
」（
文
鳳
山
人
﹇
文
鳳
駿
聲
﹈『
文
鳳
畫
譜
』三
編
、文
化
八
年
﹇1811

﹈

河
内
屋
・
吉
田
屋
刊
本
）

え
い
せ
ん
ゆ
ゆ
う　

頴
川
庾
友

「
頴
川
庾
友
」
と
は
頴
川
の
庾
友
で
あ
り
、
蘭
亭
曲
水
の
宴
に
参
加
す
る
四
十

二
人
（
一
説
は
四
十
三
人
）
の
中
の
一
人
で
あ
る
。

【
出
典
】

↓
「
蘭
亭
四
十
二
賢
圖
」、「
蘭
亭
四
十
三
賢
圖
」

【
作
例
】

「
頴
川
庾
友
」（
文
鳳
山
人
﹇
文
鳳
駿
聲
﹈『
文
鳳
畫
譜
』三
編
、文
化
八
年
﹇1811

﹈

河
内
屋
・
吉
田
屋
刊
本
）

え
い
ひ
し
う
ま
を
か
う
ず　

嬴
非
子
養
馬
圖

嬴
非
子
は
大
駱
の
子
で
あ
る
。
嬴
の
先
祖
は
顓
頊
帝
の
末
裔
で
あ
り
、
嬴
は
舜

帝
よ
り
賜
っ
た
姓
で
あ
る
。
し
か
し
周
武
王
が
紂
王
を
討
伐
し
た
際
、
紂
王
の
家

臣
で
あ
る
嬴
悪
来
を
殺
し
た
。
以
来
、
嬴
一
族
が
衰
え
た
。
嬴
非
子
の
代
に
な
っ

て
馬
を
放
牧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
た
。
嬴
非
子
は
馬
を
養
殖
す
る
の

が
得
意
で
あ
る
の
で
、
犬
丘
の
人
の
推
挙
に
よ
り
、
周
孝
王
の
た
め
に
馬
を
放
牧

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、
周
孝
王
は
再
び
秦
と
い
う
土
地
を
領

地
と
し
て
嬴
非
子
に
与
え
た
。
ゆ
え
に
秦
嬴
を
号
と
し
た
と
い
う
。

【
出
典
】

非
子
居
犬
丘
，
好
馬
及
畜
，
善
養
息
之
。
犬
丘
人
言
之
周
孝
王
，
孝
王
召
使
主

馬
于
汧 

渭
之
閒
，馬
大
蕃
息
。
孝
王
欲
以
爲
大
駱
適
嗣
。
申
侯
之
女
爲
大
駱
妻
，

生
子
成
爲
適
。
申
侯
乃
言
孝
王
曰
，
昔
我
先
驪
山
之
女
，
爲
戎
胥
軒
妻
，
生
中

潏
，
以
親
故
歸
周
，
保
西
垂
，
西
垂
以
其
故
和
睦
。
今
我
復
與
大
駱
妻
，
生
適
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五
二

か
し
な
が
ら
後
に
道
安
の
『
波
若
経
』の
説
法
を
聞
き
、豁
然
大
悟
と
な
り
、「
儒
・

道
・
九
流
は
皆
粃
糠
で
あ
る
」
と
嘆
い
た
。
す
る
と
、
弟
慧
持
と
一
緒
に
初
心
に

戻
り
授
業
を
受
け
、
昼
も
夜
も
一
生
懸
命
に
仏
典
を
勉
強
し
た
。
沙
門
曇
翼
は
い

つ
も
灯
油
の
資
金
を
援
助
し
た
。
道
安
は
「
仏
法
を
東
に
伝
え
ら
れ
る
の
は
、
ま

さ
に
恵
遠
で
は
な
い
か
」
と
称
賛
し
た
。
恵
遠
は
二
十
四
歳
の
頃
、
説
法
し
始
め

た
。
受
講
者
に
質
疑
が
あ
る
場
合
、
慧
遠
は
仏
典
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
荘
子
の
こ
と

ば
で
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
し
た
。
し
た
が
っ
て
皆
の
好
評
を
得
た
。
道
安

の
弟
子
も
慧
遠
の
こ
と
を
敬
服
し
て
い
た
。
前
秦
の
建
元
九
年
（373

）、
道
安
は

弟
子
た
ち
を
連
れ
、
南
へ
樊
河
に
遊
学
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
途
中
で
朱
序
に

拘
束
さ
れ
た
。
そ
こ
で
道
安
は
弟
子
の
一
部
を
慧
遠
に
分
け
、
南
へ
続
け
て
行
く

よ
う
に
指
示
し
た
。
す
る
と
、
慧
遠
は
数
十
人
の
弟
子
た
ち
と
一
緒
に
南
の
荊
州

へ
行
き
、
上
明
寺
で
落
ち
着
い
た
。
後
に
羅
浮
山
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
途
中
潯

陽
に
着
い
た
時
に
、
雄
大
な
盧
山
を
見
て
気
が
変
り
、
龍
泉
精
舎
に
住
み
着
い
た
。

精
舎
が
水
源
地
か
ら
遠
い
の
で
、
慧
遠
が
杖
を
も
っ
て
地
面
を
叩
き
な
が
ら
言
っ

た
。「
も
し
こ
こ
で
住
め
る
な
ら
ば
、
泉
が
出
る
は
ず
」
と
。
言
い
終
わ
る
と
、

泉
が
地
面
か
ら
湧
い
て
き
て
、
つ
い
に
渓
流
と
な
っ
た
。
慧
遠
は
い
つ
も
表
情
が

厳
粛
で
、容
姿
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
。
お
よ
そ
彼
を
見
た
人
は
皆
体
が
震
え
る
。

あ
る
沙
門
は
慧
遠
に
竹
の
如
意
を
奉
納
し
た
が
っ
た
が
、
慧
遠
の
顔
を
見
て
怖
く

な
り
、
結
局
、
言
え
な
く
て
如
意
を
宿
泊
の
部
屋
に
残
し
て
こ
っ
そ
り
と
帰
っ
た
。

慧
遠
は
盧
山
に
三
十
余
年
住
み
、
山
を
出
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
客
を
い

つ
も
虎
渓
ま
で
し
か
送
ら
な
か
っ
た
。
四
一
六
年
八
月
、
慧
遠
は
病
気
に
な
り
、

弟
子
た
ち
は
豉
酒
を
勧
め
た
が
、受
け
付
け
な
か
っ
た
。
ま
た
米
汁
を
勧
め
た
が
、

や
は
り
受
け
付
け
な
か
っ
た
。
ま
た
蜂
蜜
の
水
を
勧
め
た
が
、
今
度
は
、
経
典
を

調
べ
さ
せ
、
飲
む
べ
き
か
と
い
う
答
案
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
と
指
示
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
調
べ
の
途
中
で
、
慧
遠
は
逝
去
さ
れ
た
。
年
は
八
十
三
歳
で
あ
っ

た
。
文
集
十
二
巻
が
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
画

題
綜
覧
』
参
照
）

【
出
典
】

釋
慧
遠
，
本
姓
賈
氏
，
雁
門 

婁
煩
人
也
。
弱
而
好
書
，
珪
璋
秀
發
。
年
十
三

隨
舅
令
狐
氏
遊
學
許
洛
。
故
少
爲
諸
生
，博
綜
六
經
，尤
善
莊 

老
。
性
度
弘
博
，

風
鍳
朗
拔
，
雖
宿
儒
英
達
，
莫
不
服
其
深
致
。
年
二
十
一
，
欲
渡
江
東
，
就
范

宣
子
共
契
嘉
遁
。
值
石
虎
已
死
，
中
原
寇
亂
，
南
路
阻
塞
，
志
不
獲
從
。
時
沙

門
釋
道
安
立
寺
於
太
行
恆
山
，
弘
贊
像
法
，
聲
甚
著
聞
，
遠
遂
往
歸
之
。
一
面

盡
敬
，
以
爲
眞
吾
師
也
。
後
聞
安
講
波
若
經
，
豁
然
而
悟
，
乃
歎
曰
，
儒
道
九

流
，
皆
糠
粃
耳
。
便
與
弟
慧
持
，
投
簪
落
彩
，
委
命
受
業
。
旣
入
乎
道
，
厲
然

不
羣
，
常
欲
總
攝
綱
維
，
以
大
法
爲
己
任
。
精
思
諷
持
，
以
夜
續
晝
，
貧
旅
無

資
，
縕
纊
常
闕
。
而
昆
弟
恪
恭
，
終
始
不
懈
。
有
沙
門
曇
翼
，
每
給
以
燈
燭
之

費
，
安
公
聞
而
喜
曰
，
道
士
誠
知
人
矣
。
遠
藉
解
於
前
因
，
發
勝
心
於
曠
劫
，

故
能
神
明
英
越
，
機
鑒
遐
深
。
安
公
常
歎
曰
，
使
道
流
東
國
，
其
在
遠
乎
。
年

二
十
四
，
便
就
講
說
。
嘗
有
客
聽
講
，
難
實
相
義
，
往
復
移
時
，
彌
增
疑
味
。

遠
乃
引
莊
子
義
爲
連
類
，
於
是
惑
者
曉
然
，
是
後
安
公
特
聽
慧
遠
不
廢
俗
書
。

安
有
弟
子
法
遇 

曇
徽
，
皆
風
才
照
灼
，
志
業
清
敏
，
並
推
服
焉
。
後
隨
安
公

南
遊
樊
河
。
僞
秦 

建
元
九
年
，
秦
將
苻
丕
寇
斥
襄
陽
，
道
安
爲
朱
序
所
拘
，

不
能
得
去
，
乃
分
張
徒
衆
，
各
隨
所
之
。
臨
路
諸
長
德
皆
被
誨
約
，
遠
不
蒙
一

言
，
遠
乃
跪
曰
，
獨
無
訓
勗
，
懼
非
人
例
。
安
曰
，
如
公
者
豈
復
相
憂
。
遠
於

是
與
弟
子
數
十
人
，
南
適
荊
州
，
住
上
明
寺
。
後
欲
往
羅
浮
山
，
及
屆
潯
陽
，

見
盧
峯
清
靜
，
足
以
息
心
，
始
住
龍
泉
精
舍
。
此
處
去
水
大
遠
，
遠
乃
以
杖
扣

地
曰
，若
此
中
可
得
棲
，立
當
使
朽
壤
抽
泉
。
言
畢
清
流
湧
出
，後
卒
成
溪
。［
中

略
］
遠
神
韻
嚴
肅
，
容
止
方
棱
，
凡
預
瞻
覩
。
莫
不
心
形
戰
慄
。
曾
有
沙
門
持

竹
如
意
，
欲
以
奉
獻
，
入
山
信
宿
，
竟
不
敢
陳
，
竊
留
席
隅
，
默
然
而
去
。［
中

略
］
自
遠
卜
居
盧
阜
三
十
餘
年
，
影
不
出
山
，
跡
不
入
俗
。
每
送
客
遊
履
，
常

以
虎
溪
爲
界
焉
。
以
晉 

義
熙
十
二
年
八
月
初
動
散
，至
六
日
困
篤
，大
德
耆
年
，

皆
稽
顙
請
飲
豉
酒
，
不
許
。
又
請
飲
米
汁
，
不
許
。
又
請
以
蜜
和
水
爲
漿
，
乃

命
律
師
，
令
披
卷
尋
文
，
得
飲
與
不
，
卷
未
半
而
終
，
春
秋
八
十
三
矣
。（
梁
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五
三

·
釋
慧
皎
撰
“
高
僧
傳
”
卷
六
）

【
作
例
】

↓
「
恵
遠
法
師
」

え
お
ん
ほ
う
じ　

慧
遠
法
師

↓
「
慧
遠
」

【
作
例
】

「
恵
遠
法
師
」（
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
六
、
正
徳
四
年
﹇1714

﹈
稱
觥
堂

刊
本
）

え
か　

慧
可

二
祖
の
慧
可
（487

〜593

）
は
武
牢
（
河
南
省
洛
陽
の
東
）
の
生
ま
れ
で
、

元
の
姓
は
姫
と
い
う
。
父
親
は
ま
だ
子
供
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
と
き
、い
つ
も
「
我

が
家
は
善
を
崇
め
て
い
る
の
で
、
ま
さ
か
子
宝
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
」
と
祈
っ
て
い
た
。
あ
る
日
の
夜
、
不
思
議
な
光
が
室
内
を
照
ら
し
た
こ
と
を

感
じ
た
。
そ
こ
で
慧
可
の
母
親
が
妊
娠
し
た
。
慧
可
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
室
内
を

照
ら
し
た
縁
起
で
、
両
親
が
彼
に
光
と
名
づ
け
た
。
幼
い
頃
か
ら
志
が
高
く
、
書

物
を
博
覧
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
玄
理
に
精
通
し
た
。
一
方
彼
は
家
の
仕
事
を
せ

ず
、山
水
を
彷
徨
う
の
が
好
き
で
あ
っ
た
。
後
に
仏
典
を
読
み
、悠
々
自
適
で
あ
っ

た
。
洛
陽
龍
門
の
香
山
に
行
き
、
寶
静
禅
師
に
帰
依
し
、
永
穆
寺
で
出
家
し
た
。

後
に
四
方
に
遊
学
し
て
、
大
・
小
乗
の
仏
典
を
読
み
漁
っ
た
。
三
十
二
歳
の
頃
、

香
山
に
戻
り
、
終
日
座
禅
し
て
い
た
。
さ
ら
に
八
年
間
が
経
つ
と
、
静
寂
の
中
で

突
然
一
人
の
神
人
が
見
え
た
。
神
人
は
言
っ
た
。「
正
果
を
成
就
し
た
い
の
に
、

な
ぜ
こ
こ
で
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
の
か
。
大
道
が
そ
う
遠
く
な
い
の
で
、
早
く
南

へ
行
き
な
さ
い
」と
。
慧
可
は
神
様
が
助
け
て
く
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
、「
神
光
」

と
改
名
し
た
。
翌
日
、
何
か
に
刺
さ
れ
た
よ
う
に
頭
痛
が
起
き
た
。
慧
可
の
師
が

治
し
て
あ
げ
よ
う
と
し
た
が
、
空
中
が
「
そ
れ
は
骨
を
入
れ
替
え
る
の
で
、
普
通

の
痛
み
で
は
な
い
」
と
の
声
が
聞
こ
え
た
。
そ
こ
で
慧
可
は
神
人
を
見
た
経
緯
を

師
に
話
し
た
。
師
は
そ
の
頭
の
て
っ
ぺ
ん
を
よ
く
見
る
と
、
何
と
五
つ
の
峯
の
よ

う
な
形
の
瘤
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
師
は
「
こ
れ
は
縁
起
の
い
い
兆

し
だ
。
必
ず
や
正
果
を
成
就
す
る
。
神
様
は
汝
を
南
へ
行
か
そ
う
と
は
、
少
林
寺

の
達
磨
大
師
は
あ
な
た
の
師
に
な
る
は
ず
だ
」
と
言
っ
た
。
慧
可
は
師
の
言
葉
を

受
け
、少
室
山
へ
行
き
、つ
い
に
達
磨
の
法
衣
を
受
け
継
ぎ
、禅
宗
の
二
祖
と
な
っ

た
。（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
畫
題
綜
覧
』
参
照
）

【
出
典
】

二
祖
慧
可
大
師
者
，
武
牢
人
也
。
姓
姬
氏
。
父
寂
，
未
有
子
時
，
嘗
自
念
言
，

我
家
崇
善
，
豈
令
無
子
。
禱
之
旣
久
，
一
夕
感
異
光
照
室
，
其
母
因
而
懷
姙
。

及
長
，
遂
以
照
室
之
瑞
，
名
之
曰
光
。
自
幼
志
氣
不
羣
，
博
涉
詩
書
，
尤
精
玄

理
，
而
不
事
家
產
，
好
遊
山
水
。
後
覽
佛
書
，
超
然
自
得
。
卽
抵
洛
陽 

龍
門 

香
山
，
依
寶
靜
禪
師
，
出
家
受
具
於
永
穆
寺
。
浮
游
講
肆
，
徧
學
大
小
乗
義
。

年
三
十
二
，
卻
返
香
山
，
終
日
宴
坐
。
又
經
八
載
，
於
寂
默
中
倐
見
一
神
人
謂

曰
，
將
欲
受
果
，
何
滯
此
邪
。
大
道
匪
遙
，
汝
其
南
矣
。
祖
知
神
助
，
因
改
名

神
光
。
翌
日
，
覺
頭
痛
如
刺
，
其
師
欲
治
之
。
空
中
有
聲
曰
，
此
乃
換
骨
，
非

常
痛
也
。
祖
遂
以
見
神
事
白
于
師
，
師
視
其
頂
骨
，
卽
如
五
峯
秀
出
矣
。
乃
曰
，

汝
相
吉
祥
，
當
有
所
證
。
神
令
汝
南
者
，
斯
則
少
林 

達
摩
大
士
必
汝
之
師
也
。

祖
受
教
，造
於
少
室
。
其
得
法
傳
衣
事
蹟
，達
磨
章
具
之
矣
。（
宋
·
普
濟
撰
“
五

燈
會
元
”
卷
一
，
東
土
祖
師
）

え
か
だ
ん
ぴ　

慧
可
断
臂

慧
可
は
少
林
寺
に
行
き
、
達
磨
大
師
を
訪
ね
、
朝
か
ら
晩
ま
で
参
禅
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
達
磨
は
い
つ
も
壁
に
向
か
っ
て
端
座
し
、
ま
っ
た
く
慧
可
に
話
そ
う

と
し
な
い
。
慧
可
は
「
昔
の
人
は
修
行
す
る
の
に
、
骨
を
叩
い
て
骨
髄
を
取
っ
た

り
、
血
を
出
し
て
飢
え
を
忍
ん
だ
り
、
髪
で
泥
を
抑
え
た
り
、
身
を
投
げ
て
虎
の

餌
に
な
っ
た
り
し
た
。
昔
か
ら
こ
の
よ
う
に
厳
し
く
修
行
し
た
の
に
、
ま
し
て
や
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五
四

私
だ
ろ
う
」
と
自
ら
励
ま
し
た
。
そ
の
年
の
十
二
月
九
日
の
夜
、
大
雪
が
降
り
、

慧
可
は
直
立
し
て
少
し
も
動
か
な
い
。
夜
明
け
の
時
に
、
積
雪
は
す
で
に
膝
ま
で

積
も
っ
て
い
た
。
祖
は
不
憫
に
思
い
、「
汝
が
長
く
雪
中
に
立
っ
て
、
何
を
求
め

て
い
る
か
」
と
尋
ね
た
。
慧
可
は
涙
な
が
ら
「
師
に
慈
悲
を
お
願
い
し
、
甘
露
の

門
を
開
き
、
広
く
群
品
を
済
度
し
て
ほ
し
い
」
と
祖
は
言
っ
た
。「
諸
仏
は
無
上

の
妙
道
が
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
精
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
き
な
い
こ
と
を

で
き
る
よ
う
に
し
、
我
慢
で
き
な
い
こ
と
を
我
慢
し
る
よ
う
に
す
る
。
小
徳
小
智

を
も
っ
て
、
軽
心
慢
心
を
し
、
仏
の
真
理
を
得
よ
う
と
す
る
の
は
無
駄
骨
だ
け
で

あ
る
」
と
。
光
は
祖
の
言
葉
を
聞
き
、
ひ
そ
か
に
刃
物
を
取
り
、
自
ら
左
腕
を
切

断
し
て
、祖
の
前
に
置
い
た
。
祖
は
彼
が
法
器
で
あ
る
の
が
分
か
り
、そ
こ
で
、「
諸

仏
は
最
初
道
を
求
め
る
が
、
法
の
た
め
に
形
を
忘
れ
、
汝
が
今
私
の
前
で
腕
を
切

断
し
て
道
を
求
め
る
決
心
を
示
す
の
で
必
ず
実
現
で
き
る
」
と
。
祖
は
遂
に
彼
の

名
前
を
慧
可
に
改
名
し
た
。

【
出
典
】

時
有
僧
神
光
者
，
曠
達
之
士
也
。
久
居
伊
洛
，
博
覽
羣
書
，
善
談
玄
理
。
每
歎

曰
，
孔 

老
之
教
，
禮
術
風
規
，
莊 

易
之
書
，
未
盡
妙
理
。
近
聞
達
磨
大
士
住

止
少
林
，
至
人
不
遙
，
當
造
玄
境
。
乃
往
彼
，
晨
夕
參
承
。
祖
常
端
坐
面
壁
，

莫
聞
誨
勵
。
光
自
惟
曰
，
昔
人
求
道
，
敲
骨
取
髓
，
刺
血
濟
饑
，
布
髮
掩
泥
，

投
崖
飼
虎
，
古
尚
若
此
，
我
又
何
人
。
其
年
十
二
月
九
日
夜
，
天
大
雨
雪
，
光

堅
立
不
動
，
遲
明
積
雪
過
膝
，。
祖
憫
而
問
曰
，
汝
久
立
雪
中
，
當
求
何
事
。

光
悲
淚
曰
，
惟
願
和
尚
慈
悲
，
開
甘
露
門
，
廣
度
羣
品
。
祖
曰
，
諸
佛
無
上
妙

道
，
曠
劫
精
勤
，
難
行
能
行
，
非
忍
而
忍
。
豈
以
小
德
小
智
，
輕
心
慢
心
，
欲

冀
真
乘
，
徒
勞
勤
苦
。
光
聞
祖
誨
勵
，
潛
取
利
刀
，
自
斷
左
臂
，
置
於
祖
前
。

祖
知
是
法
器
，
乃
曰
，
諸
佛
最
初
求
道
，
爲
法
忘
形
，
汝
今
斷
臂
吾
前
，
求
亦

可
在
。
祖
遂
因
與
易
名
慧
可
。（
宋
·
普
濟
撰
“
五
燈
會
元
”
卷
一
，東
土
祖
師
）

え
き
す
い
せ
き
べ
つ　

易
水
惜
別

燕
国
の
太
子
丹た
ん

は
、
秦
の
始
皇
帝
を
暗
殺
す
る
た
め
に
、
荊け
い

軻か

と
秦し
ん
ぶ
よ
う

舞
陽
に
依

頼
し
た
。
出
発
し
た
際
、
太
子
丹
と
賓
客
お
よ
び
関
係
者
た
ち
は
皆
白
衣
を
着
て

白
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
易
水
の
川
辺
ま
で
見
送
り
に
行
っ
た
。神
様
を
祭
っ
た
後
、

高こ
う
ぜ
ん
り

漸
離
が
筑ち
く

（
楽
器
の
一
種
）
を
叩
い
て
曲
を
演
奏
し
、
荊
軻
が
そ
れ
に
合
わ
せ

て
歌
っ
た
。
そ
の
場
の
雰
囲
気
は
悲
愴
で
、
人
々
は
皆
泣
い
た
。
そ
の
歌
は
「
風

蕭
蕭
兮
易
水
寒
，
壯
士
一
去
兮
不
復
還
」（
風
蕭
し
ょ
う

蕭し
ょ
うと
ふ
き
て
易
水
寒
く
壮そ
う

士し

一ひ
と

た
び
去ゆ

か
ば
復ふ
た

た
び
還
ら
ず
）
と
い
う
。
歌
が
激
昂
に
な
り
、皆
は
目
を
丸
く
し
、

髪
の
毛
が
冠
を
押
し
上
げ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
荊
軻
は
車
に
乗
り
、
つ

い
に
振
り
返
り
も
し
な
か
っ
た
。（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
畫
題
綜
覧
』
参
考
）

【
出
典
】

太
子
及
賓
客
知
其
事
者
，
皆
白
衣
冠
以
送
之
，
至
易
水
之
上
。
旣
祖
取
道
。
高

漸
離
擊
筑
，
荊
軻
和
而
歌
，
爲
變
徵
之
聲
。
士
皆
垂
淚
涕
泣
。
又
前
而
爲
歌
曰
，

風
蕭
蕭
兮
易
水
寒
，
壯
士
一
去
兮
不
復
還
。
復
爲
羽
聲
忼
慨
。
士
皆
瞋
目
，
髮

盡
上
指
冠
。
於
是
荊
軻
就
車
而
去
，
終
已
不
顧
。（
漢
·
司
馬
遷
撰
“
史
記
”

卷
八
十
六
，
刺
客
列
傳
第
二
十
六
）

【
作
例
】

「
太
子
送
荊
軻
入
秦
」（『
全
相
秦
併
六
国
平
話
』、
至
治
年
間
﹇1321

〜1323

﹈

建
安
虞
氏
刊
本
）

「
易
水
送
別
」（
駱
賓
王
「
易
水
送
別
」、石
峯
橘
貫
書
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
一
編
、

天
明
八
年
﹇1788

﹈
序
、
文
化
二
年
﹇1805

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

え
つ
お
う
だ
い　

粤
王
臺

粤
王
台
は
今
日
の
広
州
に
あ
り
、
漢
の
南
粤
王
趙ち
ょ
う
だ陀
が
建
て
た
の
で
あ
る
。
台

の
上
に
五
階
建
て
の
楼
閣
が
あ
り
、
遠
く
の
山
や
海
が
見
え
る
。

【
出
典
】

粵
王
臺
在
今
廣
州
治
，
漢 

南
粵
王 

趙
陀
所
建
。
上
有
五
層
之
樓
，
控
連
山
，

望
遠
海
，
嶺
表
奇
觀
也
。
宋
之
問
詩
云
，
江
上
粵
王
臺
，
登
高
望
幾
回
，
南
溟
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五
五

天
外
合
，
北
戶
日
邊
開
。
張
九
齡
詩
云
，
城
隅
百
雉
映
，
水
曲
萬
家
開
。
里
樹

桄
榔
出
，時
禽
翡
翠
來
。
二
詩
足
以
盡
臺
之
勝
矣
。（
明
·
王
圻
、王
思
義
撰
“
三

才
圖
會
”
地
理
十
二
卷
）

【
作
例
】

「
粤
王
臺
圖
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
地
理
十
二
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
粤
王
臺
」（
法
眼
橘
保
国
『
繪
本
詠
物
選
』
巻
二
、
安
永
七
年
﹇1778

﹈
序
、

安
永
八
年
﹇1779

﹈
山
崎
金
兵
衛
・
渋
川
與
左
衛
門
刊
本
）

え
の
う　

慧
能

六
祖
慧
能
大
師
（638

〜713

）は
、俗
姓
は
盧
と
い
う
。
そ
の
祖
先
は
范
陽
（
河

北
省
涿
県
）
の
人
で
あ
る
。
父
親
の
名
前
は
行
瑫
と
い
い
、
武
徳
年
間
（618

〜

626

）
海
南
の
新
州
（
広
東
省
新
興
）
に
左
遷
さ
れ
、つ
い
に
そ
こ
に
籍
を
置
い
た
。

師
は
三
歳
の
頃
父
親
と
死
別
し
た
。
母
親
は
再
婚
せ
ず
慧
能
を
育
て
た
。
家
は
大

変
貧
し
く
、
慧
能
は
薪
を
伐
採
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
計
を
助
け
た
。
あ
る
日
、

慧
能
は
薪
を
背
負
っ
て
、
市
場
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
客
が
『
金
剛
経
』
を
読
ん
で

い
る
声
が
聞
え
た
。
慧
能
は
「
應
無
住
而
生
心
」
の
文
言
を
聞
い
た
時
に
、
悟
っ

た
よ
う
に
感
じ
、「
そ
れ
は
何
の
法
で
し
ょ
う
か
。
だ
れ
に
も
ら
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」
と
客
に
尋
ね
た
。
客
は
「
こ
れ
は
『
金
剛
経
』
で
、
黄
梅
弘
忍
大
師
に
も

ら
っ
た
の
で
す
」
と
答
え
た
。
そ
れ
を
聞
き
、
慧
能
は
家
に
帰
り
、
母
親
に
法
の

た
め
に
師
を
訪
ね
る
決
意
を
告
げ
た
。
弘
忍
大
師
は
慧
能
に
会
っ
た
途
端
、
す
ぐ

法
器
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
慧
能
は
後
に
弘
忍
大
師
か
ら
法
衣
を
授
け
、
六

祖
と
な
っ
た
。
弘
忍
大
師
が
亡
く
な
っ
た
後
、慧
能
は
韶
州
の
広
果
寺
に
住
ん
だ
。

韶
州
の
あ
た
り
は
昔
虎
や
豹
が
多
か
っ
た
が
、
慧
能
が
住
ん
で
か
ら
、
虎
や
豹
が

急
に
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
先
天
二
年
七
月
一
日
に
六
祖
は
門
人
に
「
私
は
新

州
に
帰
り
た
い
。
速
や
か
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
そ
の
時
、
民
衆

は
皆
師
を
慕
い
、
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
懇
願
し
た
。
六
祖
は
言
っ
た
。「
諸
仏
が

現
れ
て
も
、
な
お
か
つ
涅
槃
を
示
し
ま
す
。
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
必
ず
去
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
理
も
そ
れ
と
同
じ
で
す
。
私
の
体
は
必
ず
帰
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
」
と
。
皆
は
言
っ
た
。「
師
は
今
回
行
く
と
、
い
ず
れ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
。

六
祖
は
言
っ
た
。「
落
葉
帰
根
。
帰
る
と
は
約
束
し
ま
せ
ん
」
と
。
皆
は
ま
た
聞

い
た
。「
師
の
法
衣
は
ど
な
た
に
伝
え
ま
す
か
」
と
。
師
は
言
っ
た
。「
道
を
も
っ

て
い
る
者
は
も
ら
い
ま
す
。
無
心
者
に
は
わ
か
り
ま
す
」
と
。
ま
た
聞
い
た
。「
後

に
難
が
あ
り
ま
す
か
」
と
。
六
祖
は
言
っ
た
。「
私
は
亡
く
な
っ
て
五
、
六
年
後
、

一
人
が
私
の
頭
を
取
り
に
来
る
は
ず
で
す
。次
の
言
葉
が
よ
く
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
は
『
頭
の
上
に
両
親
を
養
い
、
口
の
中
に
食
べ
物
を
入
れ
、
難
が
一
杯
に
な

る
と
、
楊
柳
が
官
と
な
り
ま
す
』
と
い
い
ま
す
」
と
。
さ
ら
に
言
っ
た
。「
私
が

去
っ
て
か
ら
七
十
年
後
、
二
人
の
菩
提
が
東
方
か
ら
来
ま
す
。
一
人
は
在
家
。
一

人
は
出
家
。
二
人
は
同
時
に
わ
が
宗
を
中
興
し
ま
す
」
と
。
言
い
終
わ
る
と
、
新

州
国
恩
寺
に
行
き
、沐
浴
し
て
結け
っ

跏か

趺ふ

坐ざ

の
姿
で
涅
槃
し
た
。年
は
七
十
六
で
あ
っ

た
。
六
祖
の
『
壇
経
』
が
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
畫
題

綜
覧
』
参
照
）

【
出
典
】

六
祖
慧
能
大
師
者
，
俗
姓
廬
氏
，
其
先
范
陽
人
。
父
行
瑫
，
武
德
中
左
官
於
海

南
之
新
州
，
遂
占
籍
焉
。
三
歲
喪
父
，
其
母
守
志
。
鞠
養
及
長
，
家
尤
貧
簍
，

師
樵
採
以
給
。
一
日
負
薪
至
市
中
，
聞
客
讀
金
剛
經
，
至
應
無
所
住
而
生
其
心
，

有
所
感
悟
，
而
問
客
曰
，
此
何
法
也
，
得
於
何
人
。
客
曰
，
此
名
金
剛
經
，
得

於
黃
梅 

忍
大
師
。
祖
遽
告
其
母
以
爲
法
尋
師
之
意
。［
中
略
］
忍
大
師
一
見
，

默
而
識
之
。
後
傳
衣
法
，
令
隱
于
懷
集 

四
會
之
間
。［
中
略
］
先
天
二
年
七
月

一
日
，
謂
門
人
曰
，
吾
欲
歸
新
州
，
汝
速
理
舟
檝
。
時
大
衆
哀
慕
，
乞
師
且
住
。

祖
曰
，
諸
佛
出
現
，
猶
示
湼
槃
。
有
來
必
去
。
理
亦
常
然
。
吾
此
形
骸
，
歸
必

有
所
。
衆
曰
，
師
從
此
去
，
早
晚
卻
回
。
祖
曰
，
落
葉
歸
根
，
來
時
無
口
。
又

問
，
師
之
法
眼
，
何
人
傳
受
。
祖
曰
，
有
道
者
得
，
無
心
者
通
。
又
問
，
後
莫

有
難
否
。
祖
曰
，
吾
滅
後
五
六
年
，
當
有
一
人
來
取
吾
首
。
聽
吾
記
曰
，
頭
上
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五
六

養
親
，
口
裏
須
飱
，
遇
滿
之
難
，
楊 

柳
爲
官
。
又
曰
，
吾
去
七
十
年
，
有
二

菩
薩
從
東
方
來
，
一
在
家
，
一
出
家
。
同
時
興
化
，
建
立
吾
宗
。
締
緝
伽
藍
，

昌
隆
法
嗣
。
言
訖
，
往
新
州 

國
恩
寺
，
沐
浴
跏
趺
而
化
，
異
香
襲
人
，
白
虹

屬
地
。
卽
其
年
八
月
三
日
也
。
時
韶 

新
兩
郡
，
各
修
靈
塔
，
道
俗
莫
決
所
之
。

兩
郡
刺
史
，
共
焚
香
祝
曰
，
香
煙
引
處
，
卽
師
之
欲
歸
焉
。
時
鑪
香
騰
湧
，
直

貫
曹
溪
。
以
十
一
月
十
三
日
入
塔
，
壽
七
十
六
。（
宋
·
普
濟
撰
“
五
燈
會
元
”

卷
一
，
東
土
祖
師
）

え
び
を
あ
た
え
て
り
ぎ
ょ
を
つ
る　

與
蝦
釣
鯉
魚

【
作
例
】

「
與
蝦
釣
鯉
魚
」（
法
橋
玉
山
畫
『
畫
本
玉
藻
譚
』
巻
二
、
文
化
二
年
﹇1805

﹈

刊
本
）

え
み
ど
り
に
し
て
と
り
い
よ
い
よ
し
ろ
く　

江
碧
鳥
逾
白

唐
の
杜
甫
の
「
絶
句
」
と
い
う
五
言
絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

江
碧
鳥
逾
白
，
山
青
花
欲
然
［
燃
］，
今
春
看
又
過
，
何
日
是
歸
年
。（
杜
甫
‘
絕

句
’，
明
·
李
攀
龍
編
“
唐
詩
選
”
卷
六
·
五
言
絕
句
）

【
作
例
】

「
江
碧
鳥
逾
白
」（『
百
人
一
詩
畫
譜
』、
有
斐
堂
・
玉
樹
堂
原
刻
、
寛
政
六
年

﹇1794

﹈
再
刻
本
）

「
江
碧
鳥
逾
白
」（
石
峯
先
生
書
画
『
畫
本
唐
詩
選
』
一
編
、天
明
八
年
﹇1788

﹈

嵩
山
房
原
刻
、
文
化
二
年
﹇1805

﹈
再
刻
本
）

え
ん
お
う　

袁
盎

袁
盎
（?

〜
前148

）
は
ま
た
爰
盎
と
も
い
う
。
字
は
絲し

と
い
い
、
楚そ

の
人
で

あ
る
。
漢か
ん
ぶ
ん文
帝て
い

（
前180

〜
前157

在
位
）
の
頃
、
盎
は
郎
中
（
近
侍
の
臣
で
、

尚
書
を
補
佐
す
る
官
職
）
で
あ
っ
た
。
淮え

南な
ん

王
劉
り
ゅ
う
ち
ょ
う
長
が
審
し
ん
し
ょ
く食
其き

を
殺
し
て
、
驕
っ

た
際
、
盎
が
文
帝
に
建
言
し
、
劉
長
の
領
地
を
減
ら
し
て
抑
え
た
。
後
に
劉
長
が

反
乱
の
計
画
が
発
覚
さ
れ
、
自
殺
し
た
。
盎
が
文
帝
に
建
言
し
、
劉
長
の
領
地
を

三
分
に
し
て
そ
の
三
人
の
子
供
に
分
け
た
。
そ
の
た
め
、
盎
が
名
声
を
あ
げ
た
。

後
に
梁り
ょ
う
こ
う孝
王
劉り
ゅ
う
ぶ武
が
太
子
に
な
る
こ
と
を
盎
が
阻
止
し
た
の
で
、
劉
武
が
人
を

遣
っ
て
盎
を
暗
殺
し
た
。

【
出
典
】

袁
盎
者
，
楚
人
也
。
字
絲
。
父
故
爲
羣
盜
，
徙
處
安
陵
。
高
后
時
，
盎
嘗
爲
呂

祿
舍
人
。
及
孝
文
帝
卽
位
，
盎
兄
噲
任
盎
爲
中
郎
。
絳
侯
爲
丞
相
，
朝
罷
趨
出
，

意
得
甚
。
上
禮
之
恭
。
常
自
送
之
。
袁
盎
進
曰
，陛
下
以
丞
相
何
如
人
。
上
曰
，

社
稷
臣
。
盎
曰
，
絳
侯
所
謂
功
臣
，
非
社
稷
臣
。
社
稷
臣
，
主
在
與
在
，
主
亡

與
亡
。
方
呂
后
時
，
諸
呂
用
事
，
擅
相
王
。
劉
氏
不
絕
如
帶
。
是
時
絳
侯
爲
太

尉
，
主
兵
柄
，
弗
能
正
。
呂
后
崩
、
大
臣
相
與
共
畔
諸
呂
。
太
尉
主
兵
，
適
會

其
成
功
。
所
謂
功
臣
，
非
社
稷
臣
。
丞
相
如
有
驕
主
色
，
陛
下
謙
讓
，
臣
主
失

禮
。
竊
爲
陛
下
不
取
也
。
後
朝
，上
益
莊
。
丞
相
益
畏
。
已
而
絳
侯
望
袁
盎
曰
，

吾
與
而
兄
善
，
今
兒
廷
毀
我
。
盎
遂
不
謝
。
及
絳
侯
免
相
之
國
，
國
人
上
書
，

告
以
爲
反
。
徵
繋
清
室
。
宗
室
諸
公
莫
敢
爲
言
。
唯
袁
盎
明
絳
侯
無
罪
。
絳
侯

得
釋
，
盎
頗
有
力
。
絳
侯
乃
大
與
盎
結
交
。
淮
南
厲
王
朝
，
殺
辟
陽
侯
，
居
處

驕
甚
。
袁
盎
諫
曰
，
諸
侯
大
驕
，
必
生
患
。
可
適
削
地
。
上
弗
用
。
淮
南
王
益

橫
。
及
棘
蒲
侯 

柴
武
太
子
謀
反
，
事
覺
，
治
。
連
淮
南
王
。
淮
南
王
徵
。
上

因
遷
之
蜀
。
轞
車
傳
送
。
袁
盎
時
爲
中
郎
將
。
乃
諫
曰
，
陛
下
素
驕
淮
南
王
，

弗
稍
禁
，以
至
此
。
今
又
暴
摧
折
之
。
淮
南
王
爲
人
剛
。
如
有
遇
霧
露
行
道
死
，

陛
下
竟
爲
以
天
下
之
大
弗
能
容
，
有
殺
弟
之
名
。
柰
何
。
上
弗
聽
。
遂
行
之
。

淮
南
王
至
雍
病
死
。
聞
，
上
輟
食
哭
甚
哀
。
盎
入
頓
首
請
罪
。
上
曰
，
以
不
用

公
言
至
此
。
盎
曰
，
上
自
寬
。
此
往
事
，
豈
可
悔
哉
。
且
陛
下
有
高
世
之
行
者

三
。
此
不
足
以
毀
名
。［
中
略
］
於
是
上
乃
解
曰
。
將
柰
何
。
盎
曰
。
淮
南
王

有
三
子
。
唯
在
陛
下
耳
。
於
是
文
帝
立
其
三
子
，皆
爲
王
。
盎
由
此
名
重
朝
廷
。
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五
七

［
中
略
］
梁
王
欲
求
爲
嗣
。
袁
盎
進
說
。
其
後
語
塞
。
梁
王
以
此
怨
盎
。
曾
使

人
刺
盎
。
刺
者
至
關
中
問
袁
盎
。
諸
君
譽
之
皆
不
容
口
。
乃
見
袁
盎
曰
。
臣
受

梁
王
金
來
刺
君
。
君
長
者
。
不
忍
刺
君
。
然
後
刺
君
者
十
餘
曹
。
備
之
。
袁
盎

心
不
樂
。
家
又
多
怪
。
乃
之
棓
生
所
問
占
。
還
。
梁
刺
客
後
曹
輩
，
果
遮
刺
殺

盎 

安
陵
郭
門
外
。（
漢
·
司
馬
遷
撰
“
史
記
”
卷
一
百
一
，
袁
盎
晁
錯
列
傳
第

四
十
一
）

【
作
例
】

「
袁
盎
」（
馬
場
信
意
『
分
類
畫
本
良
材
』
巻
二
、
正
徳
五
年
﹇1715

﹈
須
原
茂

兵
衛
・
柏
屋
四
郎
兵
衛
蔵
板
）

え
ん
お
う
げ
き
ざ　

袁
盎
郤
坐

漢
の
袁
盎
（
？
〜
前148

）
は
漢
文
帝
の
頃
の
中
郎
将
で
あ
る
。
帝
が
上
林
苑

を
御
幸
し
た
際
、
皇
后
と
慎
夫
人
が
同
行
し
、
い
つ
も
一
緒
に
座
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
後
に
袁
盎
の
役
所
に
訪
ね
た
際
、
盎
が
慎
夫
人
の
座
を
引
き
し
り
ぞ
い

た
。夫
人
が
大
変
怒
っ
て
席
に
着
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。帝
も
怒
っ
て
立
ち
上
が
っ

た
。
盎
は
帝
に
言
っ
た
。「
上
下
の
秩
序
が
あ
っ
て
、す
べ
て
が
う
ま
く
行
き
ま
す
。

今
、
陛
下
に
は
皇
后
が
い
る
の
で
、
慎
夫
人
は
す
な
わ
ち
妾
と
な
り
ま
す
。
地
位

が
異
な
る
の
に
、
同
じ
よ
う
に
座
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
陛
下
の
行
動
が
夫
人

の
た
め
で
し
ょ
う
が
、
実
は
夫
人
に
災
い
を
も
た
ら
し
か
ね
ま
せ
ん
。
陛
下
も
戚

夫
人
の
こ
と
を
聞
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
」
と
。
帝
が
納
得
し
、
慎
夫
人
を
悟

ら
せ
た
。
そ
こ
で
夫
人
も
理
解
を
示
し
、
盎
に
黄
金
五
十
斤
を
賜
っ
た
。

↓
「
袁
盎
」

【
出
典
】

前
漢 

袁
盎
字
絲
，
安
陵
人
。
孝
文
時
爲
中
郎
將
，
上
幸
上
林
，
皇
后
、
愼
夫

人
從
。
其
在
禁
中
，
常
同
坐
。
及
坐
郎
署
，
盎
引
卻
夫
人
坐
，
夫
人
怒
不
肯
坐
，

上
亦
怒
起
。
盎
因
前
說
曰
，
臣
聞
尊
卑
有
序
，
則
上
下
和
。
今
陛
下
旣
已
立
后
，

夫
人
迺
妾
。
主
豈
可
同
坐
哉
。
且
陛
下
幸
之
則
厚
賜
之
。
陛
下
所
以
爲
愼
夫
人
，

適
所
以
禍
之
也
。
獨
不
見
人
豕
乎
。
上
迺
說
，
入
語
愼
夫
人
。
夫
人
賜
盎
金
五

十
斤
。
然
亦
以
數
諫
不
得
久
居
中
。（
唐
·
李
瀚
撰
“
蒙
求
”）

【
作
例
】

「
袁
盎
郤
坐
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
五
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

え
ん
か
い
の
ず　

宴
会
圖

【
作
例
】

「
宴
会
圖
」（
信
天
翁
月
岡
法
橋
雪
鼎
纂
『
和
漢
名
筆
金
玉
畫
府
』
巻
六
・
補
遺
、

明
和
八
年
﹇1771

﹈
寳
文
堂
刻
本
）

え
ん
き
こ
く　

焉
耆
國

焉
耆
国
（
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
焉
耆
回
族
自
治
県
、
巴
音
郭
勒
蒙
古
自
治
州

の
あ
た
り
の
地
域
）
は
西
域
の
古
国
で
あ
る
。
国
王
の
姓
は
龍
と
い
う
。
男
の
人

は
散
髪
す
る
。
女
の
人
は
短
い
上
着
と
大
き
な
袴
を
着
る
。
土
地
が
肥
沃
で
葡
萄

を
産
出
す
る
。

【
出
典
】

焉
耆
國
，
王
治
員
渠
城
，
去
長
安
七
千
三
百
里
。
戶
四
千
，
口
三
萬
二
千
一
百
，

勝
兵
六
千
人
。
擊
胡
侯
、
卻
胡
侯
、
輔
國
侯
、
左
右
將
、
左
右
都
尉
、
擊
胡
左

右
君
、
擊
車
師
君
、
歸
義
車
師
君
各
一
人
，
擊
胡
都
尉
、
擊
胡
君
各
二
人
，
譯

長
三
人
。
西
南
至
都
護
治
所
四
百
里
，
南
至
尉
犂
百
里
，
北
與
烏
孫
接
。
近
海

水
多
魚
。（
漢
·
班
固
撰
“
漢
書
”
卷
九
十
六
下
，
西
域
傳
第
六
十
六
下
）

焉
耆
國
元
日
、
二
月
八
日
婆
摩
遮
，
三
日
野
祀
，
四
月
十
五
日
遊
林
，
五
月
五

日
彌
勒
下
生
，
七
月
七
日
祀
先
祖
，
九
月
九
日
床
撒
，
十
月
十
日
王
爲
厭
法
，

王
出
首
領
家
，
首
領
騎
王
馬
一
日
一
夜
，
處
分
王
事
。
十
月
十
四
日
作
樂
至
歲

窮
拔
汗
那
。
十
二
月
及
元
日
，
王
及
首
領
分
爲
兩
朋
，
各
出
一
人
着
甲
，
衆
人

執
瓦
石
棒
杖
，
東
西
互
擊
，
甲
人
先
死
卽
止
，
以
占
當
年
豐
儉
。（
明
·
王
圻
、
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五
八

王
思
義
撰
“
三
才
圖
會
”
人
物
十
二
卷
）

【
作
例
】

「
焉
耆
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
二
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609
﹈
刊
本
）

「
焉
耆
國
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
焉
耆
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳

文
堂
刊
本
）

え
ん
き
ゃ
く
き
ゅ
う
じ
ゅ　

淵
客
泣
珠

伝
え
る
こ
と
に
よ
る
と
、
昔
鮫
人
が
水
中
か
ら
出
て
き
て
、
人
の
家
に
下
宿
し
、

生
糸
の
商
売
を
し
て
い
た
。
海
に
帰
る
際
、
感
謝
の
印
と
し
て
、
鮫
人
が
目
か
ら

涙
の
よ
う
な
も
の
を
大
皿
に
い
っ
ぱ
い
流
し
た
。
そ
の
涙
は
す
な
わ
ち
真
珠
で
あ

る
。
淵
客
と
は
鮫
人
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
南
海
で
生
活
し
な
が
ら
、
機
織
り

の
仕
事
も
し
て
い
た
と
い
う
。

【
出
典
】

舊
注
引
博
物
志
云
，
鮫
人
從
水
中
出
，
向
人
家
寄
住
，
積
日
賣
綃
，
臨
去
從
主

人
索
器
，
泣
而
出
珠
，
滿
盤
以
與
主
人
。
今
本
無
載
。
左
思
吳
都
賦
云
，
皇
室

潛
織
而
卷
綃
，
淵
客
慷
慨
而
泣
珠
。
淵
客
蓋
鮫
人
也
。
述
異
記
曰
，
南
海
中
有

鮫
人
室
，水
居
如
魚
。
不
廢
機
織
，其
眼
能
泣
則
出
珠
。（
唐
·
李
瀚
撰
“
蒙
求
”）

【
作
例
】

「
淵
客
泣
珠
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
十
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

え
ん
け
い
ほ
う
た
い　

剡
渓
訪
戴

晋
の
王
子
猷
（
徽
之
）
は
山
陰
（
浙
江
省
紹
興
）
に
住
ん
で
い
た
頃
、
あ
る
日

の
夜
に
大
雪
が
降
り
、
夜
中
に
目
が
覚
め
、
窓
を
開
け
て
、
外
の
景
色
を
見
な
が

ら
酒
を
飲
ん
だ
。
時
に
外
は
真
っ
白
に
な
り
、
立
ち
上
が
っ
て
左
思
の
『
招
隠
』

の
詩
を
詠
っ
た
。
ふ
っ
と
戴
安
道
（
逵
）
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
っ
た
。
戴
は
そ

の
頃
剡
渓
（
浙
江
省
嵊
州
の
南
）
に
住
ん
で
い
た
た
め
、
子
猷
は
早
速
小
舟
に
乗

り
、
一
晩
で
や
っ
と
剡
渓
に
辿
り
着
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
戴
の
自
宅
に
入
ら
ず

に
元
の
道
に
戻
っ
た
。
人
は
不
思
議
に
そ
の
原
因
を
尋
ね
た
。
子
猷
は
「
私
は
も

と
も
と
興
に
乗
じ
て
き
た
の
で
、
興
を
尽
く
し
た
か
ら
帰
る
。
も
う
戴
に
会
う
必

要
が
な
い
」
と
答
え
た
。

【
出
典
】

嘗
居
山
陰
，
夜
雪
初
霽
，
月
色
清
朗
，
四
望
皓
然
。
獨
酌
酒
詠
左
思 

招
隱
詩
，

忽
憶
戴
逵
。
逵
時
在
剡
，
便
夜
乘
小
船
詣
之
，
經
宿
方
至
，
造
門
不
前
而
反
。

人
問
其
故
，
徽
之
曰
，
本
乘
興
而
來
，
興
盡
而
反
，
何
必
見
安
道
邪
。（
唐
·

房
玄
齡
等
撰
“
晉
書
”
卷
八
十
，
列
傳
第
五
十
）

【
作
例
】

「
雪
夜
訪
戴
」（
王
念
慈
編
『
当
代
名
畫
大
観
』
初
集
第
三
冊
、
中
国
古
畫
譜
集

成
第
十
五
巻
、
山
東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

え
ん
こ
う　

袁
宏

晋
の
袁
宏
（328

〜376

）
は
、
字
は
彦
伯
と
い
い
、
ま
た
虎
と
も
い
う
。
彼

は
陳
郡
の
陽
夏
（
河
南
省
太
康
）
の
人
で
あ
る
。
宏
は
文
章
が
得
意
で
、
か
つ
て

詠
史
詩
を
書
き
、
自
分
の
気
持
ち
を
託
し
た
こ
と
が
あ
る
。
幼
い
頃
、
貧
し
く
て

船
の
輸
送
業
に
従
事
し
た
。
謝
尚
の
軍
隊
が
牛
渚
に
駐
屯
し
た
時
、
秋
の
夜
、
謝

尚
が
部
下
た
ち
と
私
服
を
し
て
船
に
乗
り
秋
月
を
楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、
ち
ょ

う
ど
袁
宏
が
船
の
中
で
詩
吟
を
し
て
い
た
。
声
が
大
変
清
々
し
く
、
詩
句
も
抜
群

で
あ
る
。
つ
い
に
船
を
止
め
て
聞
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
部
下
を
遣
っ
て
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
袁
臨
汝
（
臨
汝
が
地
名
で
あ
る
。
袁
宏
の
父
親
は
か
つ
て
そ
こ

の
地
方
長
官
で
あ
っ
た
。
―
編
者
注
）
が
詩
吟
を
し
た
の
だ
」
と
の
返
事
で
あ
っ

た
。
そ
の
詩
は
す
な
わ
ち
詠
史
の
作
で
あ
る
。
尚
は
早
速
船
ま
で
招
き
、
宏
と
朝
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五
九

ま
で
話
し
た
。
そ
れ
以
来
、
宏
の
名
声
が
益
々
高
く
な
っ
た
。
尚
は
安
西
将
軍
、

豫
州
刺
史
に
な
り
、
宏
を
幕
僚
と
し
て
抜
擢
し
た
。
宏
は
出
世
が
順
風
満
帆
で
、

大
司
馬
桓
温
府
の
記
室
ま
で
昇
進
し
た
。
温
は
宏
の
文
筆
を
生
か
し
、
も
っ
ぱ
ら

書
記
の
仕
事
を
従
事
さ
せ
た
。
後
に
宏
は
『
東
征
賦
』
を
作
っ
た
。
賦
の
最
後
に

川
を
渡
っ
た
功
労
者
の
名
前
を
列
挙
し
た
が
、
桓
彛
の
名
前
だ
け
が
載
っ
て
い
な

い
。
宏
の
友
人
伏
濤
も
温
府
に
勤
め
て
い
る
の
で
、
彼
は
宏
を
桓
彛
の
名
前
を
入

れ
る
よ
う
に
説
得
し
た
が
、
宏
は
た
だ
に
っ
こ
り
し
て
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
後

に
温
が
そ
の
こ
と
を
知
り
、
大
変
立
腹
し
た
。
し
か
し
宏
は
当
時
大
変
有
名
な
文

豪
だ
っ
た
の
で
、
公
に
聞
け
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
山
遊
び
に
行
き
、
帰
り
に
宏

を
同
乗
す
る
よ
う
命
じ
た
。
皆
が
心
配
し
た
。
数
里
を
走
っ
た
ら
温
は
宏
に
聞
い

た
。「
君
が
『
東
征
賦
』
を
作
っ
た
そ
う
だ
が
、
よ
く
先
賢
た
ち
を
称
賛
し
た
よ

う
で
、
な
ぜ
私
の
父
親
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
か
」
と
。
宏
は
言
っ
た
。「
あ
な

た
の
お
父
様
の
正
式
の
呼
び
方
は
部
下
の
私
に
勝
手
に
言
え
な
い
の
で
、
敢
え
て

作
品
に
は
っ
き
り
表
現
し
な
か
っ
た
」
と
。
温
は
信
じ
な
い
の
で
、ま
た
聞
い
た
。

「
で
は
、
君
は
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
か
」
と
。
宏
は
即
座
に
「
風
鑒
散
朗
、
或

捜
或
引
、
身
雖
可
亡
、
道
不
可
隕
、
宣
城
之
節
、
信
義
為
允
也
」
と
答
え
た
。
温

は
そ
れ
を
聞
い
て
涙
を
流
し
た
。
宏
の
賦
は
ま
た
陶
侃
の
こ
と
を
と
り
あ
げ
な

か
っ
た
た
め
、
侃
の
子
で
あ
る
胡
奴
は
宏
を
室
内
に
誘
い
込
み
、
刀
を
持
っ
て
宏

を
責
め
た
。
宏
は
怖
く
な
り
、「
私
は
す
で
に
称
賛
し
た
の
に
、
な
ぜ
取
り
上
げ

な
か
っ
た
と
い
う
の
か
」
と
弁
解
し
な
が
ら
、「
精
金
百
汰
、
在
割
能
断
、
公
以

済
時
、
職
思
静
乱
、
長
沙
之
勲
、
為
史
所
賛
」
と
暗
誦
し
た
。
胡
奴
は
や
っ
と
納

得
し
た
。
太
元
初
年
、
東
陽
で
亡
く
な
り
、
年
は
四
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

【
出
典
】

袁
宏
字
彥
伯
，
侍
中
猷
之
孫
也
。
父
勖
，
臨
汝
令
。
宏
有
逸
才
，
文
章
絕
美
，

曾
爲
詠
史
詩
，
是
其
風
情
所
寄
。
少
孤
貧
，
以
運
租
自
業
。
謝
尚
時
鎭
牛
渚
，

秋
夜
乘
月
，
率
爾
與
左
右
微
服
泛
江
。
會
宏
在
舫
中
諷
詠
，
聲
旣
清
會
，
辭
又

藻
拔
，
遂
駐
聽
久
之
，
遣
問
焉
。
答
云
，
是
袁
臨
汝
郎
誦
詩
。
卽
其
詠
史
之
作

也
。
尚
頃
率
有
勝
致
，
卽
迎
升
舟
，
與
之
譚
論
，
申
旦
不
寐
，
自
此
名
譽
日
茂
。

尚
爲
安
西
將
軍
、
豫
州
刺
史
，
引
宏
參
其
軍
事
。
累
遷
大
司
馬
桓
溫
府
記
室
。

溫
重
其
文
筆
，
專
綜
書
記
。
後
爲
東
征
賦
，
賦
末
列
稱
過
江
諸
名
德
，
而
獨
不

載
桓
彝
。
時
伏
滔
先
在
溫
府
，
又
與
宏
善
，
苦
諫
之
。
宏
笑
而
不
答
。
溫
知
之

甚
忿
，
而
憚
宏
一
時
文
宗
，
不
欲
令
人
顯
問
。
後
游
青
山
飲
歸
，
命
宏
同
載
，

衆
爲
之
懼
。
行
數
里
，
問
宏
云
，
聞
君
作
東
征
賦
，
多
稱
先
賢
，
何
故
不
及
家

君
。
宏
答
曰
，
尊
公
稱
謂
非
下
官
敢
專
，
旣
未
遑
啓
，
不
敢
顯
之
耳
。
溫
疑
不

實
，
乃
曰
，
君
欲
爲
何
辭
。
宏
卽
答
云
，
風
鑒
散
朗
，
或
搜
或
引
，
身
雖
可
亡
，

道
不
可
隕
，
宣
城
之
節
，
信
義
爲
允
也
。
溫
泫
然
而
止
。
宏
賦
又
不
及
陶
侃
，

侃
子
胡
奴
嘗
於
曲
室
抽
刃
問
宏
曰
，
家
君
勳
跡
如
此
，
君
賦
云
何
相
忽
。
宏
窘

息
急
，
答
曰
，
我
已
盛
述
尊
公
，
何
乃
言
無
。
因
曰
，
精
金
百
汰
，
在
割
能
斷
，

功
以
濟
時
，
職
思
靜
亂
，
長
沙
之
勲
，
爲
史
所
贊
。
胡
奴
乃
止
。［
中
略
］
性

強
正
亮
直
，
雖
被
溫
禮
遇
，
至
於
辯
論
，
每
不
阿
屈
，
故
榮
任
不
至
。
與
伏
滔

同
在
溫
府
，
府
中
呼
爲
袁 

伏
。
宏
心
恥
之
，
每
歎
曰
，
公
之
厚
恩
未
優
國
士
，

而
與
滔
比
肩
，
何
辱
之
甚
。［
中
略
］
太
元
初
，
卒
於
東
陽
，
時
年
四
十
九
。（
唐

·
房
玄
齡
等
撰
“
晉
書
”
卷
九
十
二
，
列
傳
第
六
十
二
）

袁
虎
少
貧
，
嘗
爲
人
傭
載
運
租
。
謝
鎭
西
經
船
行
，
其
夜
清
風
朗
月
，
聞
江
渚

間
估
客
船
上
，
有
詠
詩
聲
，
甚
有
情
致
。
所
誦
五
言
，
又
其
所
未
嘗
聞
，
歎
美

不
能
已
。
卽
遣
委
曲
訊
問
，
乃
是
袁
自
詠
所
作
詠
史
詩
。
因
此
相
要
，
大
相
賞

得
。［
中
略
］
桓
宣
武
北
征
，
袁
虎
時
從
，
被
責
免
官
。
會
須
露
布
文
，
喚
袁

倚
馬
前
，
令
作
。
手
不
輟
筆
，
俄
得
七
紙
，
絕
可
觀
。
東
亭
在
側
，
極
歎
其
才
。

袁
虎
云
，當
令
齒
舌
間
得
利
。（
南
朝
宋
·
劉
義
慶
撰
“
世
說
新
語
”
文
學
第
四
）

【
作
例
】

「
袁
宏
」（
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
八
、正
徳
四
年
﹇1714

﹈
稱
觥
堂
刊
本
）

え
ん
こ
う　

猿
猴

迦
尸
と
い
う
国
に
波
羅
奈
と
い
う
城
が
あ
る
。そ
の
中
に
五
百
匹
の
猿
が
い
る
。
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六
〇

猿
た
ち
は
林
の
中
を
遊
び
、
尼
俱
律
と
い
う
木
ま
で
行
っ
た
。
木
下
に
井
戸
が
あ

り
、
井
戸
の
中
に
月
さ
ま
が
見
え
る
。
そ
こ
で
、
猿
の
王
様
が
言
っ
た
。「
月
さ

ま
が
井
戸
に
落
ち
、今
に
も
死
に
そ
う
だ
。
皆
で
助
け
て
あ
げ
よ
う
。
で
な
い
と
、

真
っ
暗
の
長
い
夜
に
な
る
ぞ
」
と
。
し
か
し
皆
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
。
猿
の
王
様
は
「
僕
は
木
の
枝
を
捕
ま
え
、
君
が
僕
の
尻
尾
を
捕
ま
え
、
皆
が

同
じ
方
法
で
繋
い
で
い
け
ば
、
月
さ
ま
を
救
い
だ
せ
る
ぞ
」
と
提
案
し
た
。
す
る

と
、
猿
た
ち
が
行
動
を
始
め
た
。
や
っ
と
水
面
に
近
付
き
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

木
の
枝
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。
猿
た
ち
が
一
斉
に
井
戸
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。

【
出
典
】

有
城
名
波
羅
奈
。
國
名
伽
尸
。
於
空
閒
處
有
五
百
獼
猴
。
遊
行
林
中
。
到
一
尼

俱
律
樹
。
樹
下
有
井
。
井
中
有
月
影
現
。
時
獼
猴
主
見
是
月
影
。
語
諸
伴
言
。

月
今
日
死
落
在
井
中
。
當
共
出
之
。
莫
令
世
間
長
夜
闇
冥
。
共
作
議
言
。
云
何

能
出
。
時
獼
猴
主
言
。
我
知
出
法
。
我
捉
樹
枝
。
汝
捉
我
尾
。
展
轉
相
連
。
乃

可
出
之
。
時
諸
獼
猴
卽
如
主
語
，
展
轉
相
捉
。
小
未
至
水
。
連
獼
猴
重
。
樹
弱

枝
折
。一
切
獼
猴
墮
井
水
中
。（
東
晉
·
佛
陀
跋
陀
羅
共
法
顯
譯
‘
摩
訶
僧
祇
律
’

卷
第
七
，“
大
正
新
脩
大
藏
經
”
第
二
十
二
卷
·
律
部
一
）

【
作
例
】

「
猿
猴
」（
玉
翠
斎
藤
原
義
包
圖
『
畫
圖
撰
要
』
巻
中
、
明
和
三
年
﹇1766

﹈
層

山
堂
刻
本
）

「
猿
猴
」（
法
橋
春
卜
畫
『
和
漢
名
筆
畫
本
手
鑒
』、享
保
五
年
﹇1720

﹈
序
・
跋
、

前
川
文
榮
堂
梓
、
文
榮
堂
蔵
板
）

「
猿
猴
」（
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
一
、正
徳
四
年
﹇1714

﹈
稱
觥
堂
刊
本
）

「
猿
猴
」（『
初
心
畫
鑑
』
昭
和
三
年
﹇1928

﹈
和
泉
屋
・
西
村
屋
再
版
）

「
猿
猴
」（
揺
月
素
眞
畫
『
素
眞
畫
譜
』
初
編
、
安
政
五
年
﹇1858

﹈
序
、
探
花

堂
・
文
會
堂
刻
本
）

「
猿
猴
」﹇
狩
野
眞
説
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
『
和
漢
名
畫
苑
』
四
巻
、
寛
延
二

年
﹇1749

﹈
序
、
寳
文
堂
刻
本
）

「
猿
猴
」﹇
牧
渓
筆
﹈（
法
眼
周
山
編
『
和
漢
名
筆
畫
英
』巻
一
、寛
延
二
年
﹇1749

﹈

序
、
寛
延
三
年
﹇1750

﹈
西
村
源
六
・
渋
川
清
右
衛
門
刊
本
）

「
猿
猴
」（『
畫
本
初
心
柱
立
』
一
、
正
徳
五
年
﹇1715

﹈
新
板
、
寶
暦
一
一
年

﹇1761

﹈
再
刻
、
小
林
喜
右
衛
門
・
今
井
七
郎
兵
衛
刊
本
）

「
猿
猴
」（
鄰
松
先
生
纂
、
英
一
蝶
筆
『
群
蝶
畫
英
』
上
、
明
和
六
年
﹇1769

﹈

題
言
、
安
永
七
年
﹇1778

﹈
山
城
屋
發
行
）

「
無
題
」﹇
猿
猴
﹈（
木
風
翁
文
紹
寫
『
古
今
名
家
畫
苑
』
初
編
、須
原
屋
等
刊
本
）

「
猿
攫
月
」（
副
孟
義
編
『
宋
紫
石
畫
譜
』
巻
中
、
明
和
二
年
﹇1765

﹈
求
古
堂

梓
、
須
原
屋
刊
本
）

え
ん
こ
う
は
く
し
ょ　

袁
宏
泊
渚

晋
の
袁
宏
（328

〜376

）
は
、
字
は
彦
伯
と
い
い
、
陳
郡
の
陽
夏
（
河
南
省

太
康
）
の
人
で
あ
る
。
謝
尚
（308

〜357

）
が
牛
渚
（
安
徽
省
馬
鞍
山
）
の
行

政
長
官
の
任
期
中
、
部
下
た
ち
と
長
江
を
遊
覧
し
た
際
、
近
く
の
舟
の
中
に
い
る

袁
宏
の
詩
を
吟
じ
る
声
が
聞
こ
え
、
袁
宏
を
船
内
に
招
き
入
れ
て
、
朝
ま
で
歓
談

し
た
。
そ
れ
が
機
に
、
袁
宏
の
名
声
が
確
立
さ
れ
た
と
い
う
。（
唐
・
房
玄
齢
等

撰
『
晋
書
』
巻
九
十
二
、
列
傳
第
六
十
二
）

↓
「
袁
宏
」

【
出
典
】

晉 

袁
宏
字
彥
伯
，
陳
郡 

陽
夏
人
。
有
逸
才
文
章
絕
美
。
謝
尚
時
鎭
牛
渚
，
秋

月
乘
月
，與
左
右
微
服
泛
江
。
會
宏
在
舫
中
諷
詠
。
聲
清
辭
文
藻
拔
。
遣
問
焉
。

卽
迎
升
舟
，
與
譚
論
，
申
旦
不
寐
。
自
此
名
譽
日
茂
。
謝
安
常
賞
其
機
對
辯
速
。

後
安
爲
揚
州
刺
史
，
宏
出
爲
東
陽
郡
，
乃
祖
道
於
治
亭
。
時
賢
皆
集
。
安
欲
以

卒
迫
試
之
，
臨
別
執
其
手
，
顧
左
右
取
一
扇
授
之
曰
，
聊
以
贈
行
。
宏
曰
，
輒

當
奉
揚
仁
風
，
慰
彼
黎
庶
。
時
人
歎
其
率
而
要
焉
。（
唐
·
李
瀚
撰
“
蒙
求
”）

【
作
例
】

「
袁
宏
泊
渚
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
六
、
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六
一

「
燕
山
」（
法
眼
春
卜
一
翁
纂
『
和
漢
雙
玉
丹
青
錦
嚢
』巻
五
、寛
延
二
年
﹇1749

﹈

序
、
寶
暦
三
年
﹇1753

﹈
白
雲
館
刻
本
）

え
ん
ざ
ん
き
り
ん
の
ず　

遠
山
麒
麟
之
圖

【
作
例
】

「
遠
山
麒
麟
之
圖
」（
橘
有
税
﹇
橘
氏
宗
兵
衛
﹈『
繪
本
寫
寶
袋
』
巻
九
上
、
享

保
五
年
﹇1720

﹈
稱
觥
堂
板
、
明
和
七
年
﹇1770

﹈
須
原
屋
・
柏
原
屋
再
板
）

え
ん
ざ
ん
び　

遠
山
眉

遠
山
眉
は
も
と
も
と
女
性
の
美
し
い
容
姿
を
形
容
す
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
。
例
と
し
て
、
か
つ
て
漢
の
司し
ば
し
ょ
う
じ
ょ

馬
相
如
と
の
自
由
恋
愛
で
有
名
な
卓た
く
ぶ
ん
く
ん

文
君
の

容
姿
に
眉
の
色
は
遠
山
を
見
る
ご
と
く
と
の
表
現
が
あ
る
。
後
に
絵
画
の
用
語
と

し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
出
典
】

文
君
姣
好
，
眉
色
如
望
遠
山
，
臉
際
常
若
芙
蓉
，
肌
膚
柔
滑
如
脂
，
十
七
而
寡
，

爲
人
放
誕
風
流
，
故
悅
長
卿
之
才
而
越
禮
焉
。（
晉
·
葛
洪
撰
“
西
京
雜
記
”

卷
二
）

遠
山
眉
。
趙
飛
燕
爲
妹
合
德
養
髮
，
號
新
興
髻
。
爲
薄
眉
，
號
遠
山
黛
。
施
小

朱
，
號
慵
來
妝
。
又
玉
京
記
，
卓
文
君
眉
色
不
加
黛
，
如
遠
山
。（
明
·
張
岱

撰
“
夜
航
船
”
卷
十
三
）

遠
山
爲
近
山
之
襯
貼
。
要
得
穩
妥
。
乃
一
幅
畫
中
之
眉
目
也
。（
唐
岱
撰
“
繪

事
發
微
”‘
遠
山
’
條
）

え
ん
し　

剡
子

周
の
剡
子
は
極
め
て
親
孝
行
で
あ
る
。
両
親
が
年
を
取
り
、
と
も
に
両
眼
の
疾

患
に
か
か
り
、鹿
の
母
乳
を
飲
み
た
い
と
言
っ
て
い
る
。
剡
子
は
親
の
意
を
受
け
、

鹿
の
皮
を
か
ぶ
っ
て
深
山
に
入
っ
た
。
鹿
の
群
れ
に
入
り
込
ん
で
、
鹿
の
母
乳
を

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

え
ん
さ
ん
ば
ん　

蜒
三
蠻

蜒
三
蛮
と
は
魚
蜒
と
蠔
蜒
と
木
蜒
と
の
こ
と
で
あ
る
。
魚
蜒
は
竿
で
魚
を
釣
る

の
が
得
意
で
あ
る
。
蠔
蜒
は
海
に
潜
り
込
ん
で
牡
蠣
を
取
る
の
が
得
意
で
あ
る
。

木
蜒
は
木
を
伐
採
し
て
果
実
を
取
る
の
が
得
意
で
あ
る
。

【
出
典
】

蜒
三
蠻
以
舟
爲
室
，
蜒
有
三
，
一
爲
魚
蜒
，
善
舉
竿
垂
綸
。
二
爲
蠔
蜒
，
善
沒

海
取
蠔
。
三
爲
木
蜒
，
善
伐
木
取
果
。
蜒
極
貧
，
皆
鶉
衣
，
得
物
米
妻
子
共
之
。

冬
夏
身
無
一
縷
，
然
而
各
有
綂
焉
。（
明
·
王
圻
，
王
思
義
撰
“
三
才
圖
會
”

人
物
十
三
卷
）

【
作
例
】

「
蜒
三
蠻
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
三
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
蜒
蠻
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
蜒
三
蠻
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳

文
堂
刊
本
）

え
ん
ざ
ん　

燕
山

燕
山
は
玉
田
県
（
河
北
省
玉
田
）
の
北
西
二
十
五
里
に
あ
り
、
く
ね
く
ね
と
東

か
ら
伸
び
て
き
て
数
百
里
あ
る
。

【
出
典
】

燕
山
。
在
玉
田
縣
西
北
二
十
五
里
，
自
西
山
一
帶
，
迤
邐
（
非
麗
字
，
是
里
字
）

東
來
，
延
袤
數
百
里
，
抵
海
岸
。（
明
·
李
賢
等
撰
“
大
明
一
統
志
”
卷
一
）

【
作
例
】

「
燕
山
」（『
名
山
圖
』、
崇
禎
六
年
﹇1633

﹈
墨
絵
斎
刊
本
）
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六
二

し
ぼ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
猟
師
に
見
つ
か
り
、
射
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
剡

子
は
実
情
を
告
げ
て
、
釈
放
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
剡
子
は
二
十
四
孝
の
一
人
と

さ
れ
る
。

【
出
典
】

周 

剡
子
，
性
至
孝
。
父
母
年
老
，
俱
患
雙
眼
。
思
食
鹿
乳
。
剡
子
順
承
親
意
。

乃
衣
鹿
皮
去
深
山
。
入
羣
鹿
之
中
取
鹿
乳
。
以
供
親
。
獵
者
見
而
欲
射
之
。
剡

子
具
以
情
告
。
乃
免
。（“
中
華
二
十
四
孝
”
鹿
乳
奉
親
）

【
作
例
】

「
鹿
乳
奉
親
」（『
新
鍥
類
解
官
様
日
記
故
事
大
全
』
巻
一
、
寛
文
九
年
﹇1669

﹈

和
刻
本
）

「
剡
子
」（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳
漢
畫
』、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
吉
田
新
兵
衛
・
鹿

島
忠
兵
衛
・
鷲
頭
辰
三
郎
刊
本
）

「
剡
子
」（
南
里
亭
其
樂
輯
、
葛
飾
戴
斗
畫
『
二
十
四
孝
圖
會
』、
文
政
五
年

﹇1822

﹈
河
内
屋
等
發
兌
）

「
剡
子
」（
悟
足
齋
固
碩
書
『
二
十
四
孝
繪
抄
』
天
保
一
三
年
﹇1842

﹈、
須
原

屋
等
發
行
）

え
ん
し
き　

燕
子
磯

燕
子
磯
は
江
蘇
省
南
京
の
郊
外
に
あ
る
。
そ
の
岩
の
三
面
が
長
江
に
面
し
、
燕

が
飛
び
出
そ
う
と
す
る
姿
の
よ
う
で
あ
る
。
故
に
「
燕
子
磯
」
と
名
付
け
た
と
い

う
。

【
出
典
】

自
觀
音
巖
道
舊
徑
西
而
數
百
步
，
乃
至
燕
子
磯
，
飛
崖
掠
江
如
燕
尾
，
然
亦
巖

之
分
脈
也
。
江
水
抱
其
三
面
，
以
鐵
鎖
曳
磯
趾
上
，
植
丘
亭
標
之
。
江
上
陰
風

怒
號
，
勢
欲
飛
動
，
上
東
山
視
瓜
步
羣
峯
，
杳
渺
如
落
鳫
。（
明
·
王
圻
、
王

思
義
撰
“
三
才
圖
會
”
地
理
六
卷
）

【
作
例
】

「
燕
子
磯
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
地
理
六
巻
、
萬
暦
三
七
年 

﹇1609

﹈
刊
本
）

「
燕
子
磯
」﹇
南
巡
盛
典
名
勝
﹈（
森
玄
黄
齋
畫
『
印
籠
譜
』
坤
、
天
保
一
〇
年

﹇1839

﹈
序
、
清
浄
軒
刊
本
）

え
ん
じ
ば
ん
し
ょ
う　

煙
寺
晩
鐘

瀟
湘
八
景
の
一
つ
で
あ
る
。

↓
「
瀟
湘
八
景
」

え
ん
し
ょ
う
ち
く
だ
い　

燕
昭
築
臺

燕
昭
王
が
即
位
し
て
か
ら
、
国
を
強
く
す
る
た
め
に
、
四
方
か
ら
賢
人
を
集
め

た
い
と
思
っ
て
、
臣
下
の
郭
隗
に
そ
の
方
策
を
尋
ね
た
。
隗
は
「
陛
下
が
本
当
に

そ
の
気
持
ち
が
あ
る
の
な
ら
、
ま
ず
私
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
」
と
。
す
る
と
、

昭
王
が
隗
の
た
め
に
宮
殿
を
作
り
、
師
事
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
う
ち
楽
毅
が

魏
国
か
ら
、
鄒
衍
が
斉
国
か
ら
、
劇
辛
が
趙
か
ら
燕
国
に
来
た
。
四
方
の
賢
人
が

そ
れ
を
聞
き
、
皆
先
を
争
っ
て
燕
国
に
来
た
。
つ
い
に
燕
国
は
秦
、
楚
、
晋
と
協

力
し
合
っ
て
、
斉
を
負
か
し
て
失
っ
た
土
地
を
取
り
戻
し
た
の
で
あ
る
。

【
出
典
】

史
記
。
燕
昭
王
卽
位
，
卑
身
厚
幣
，
以
招
賢
者
，
謂
郭
隗
曰
，
齊
國
因
孤
之
國

亂
而
襲
破
燕
，
孤
極
知
燕
小
力
少
，
不
足
以
報
。
然
誠
得
賢
士
以
共
國
，
以
雪

先
王
之
恥
，
孤
之
願
也
。
先
生
視
可
者
，
得
身
事
之
。
隗
曰
，
王
必
欲
致
士
，

先
從
隗
始
。
況
賢
於
隗
者
，豈
遠
千
里
哉
。
於
是
昭
王
爲
隗
改
築
宮
而
師
事
之
。

樂
毅
自
魏
往
，
鄒
衍
自
齊
往
，
劇
辛
自
趙
往
，
士
爭
趍
燕
。
後
與
秦 

楚 

三
晉

合
謀
伐
齊
敗
之
。
齊
城
之
不
下
者
，
唯
聊
、
莒
、
卽
墨
。
餘
皆
屬
燕
。
孔
文
擧

與
曹
公
書
曰
，
昭
王
築
臺
以
尊
郭
隗
。
鮑
昭
樂
府
曰
，
豈
伊
白
璧
賜
，
將
起
黃

金
臺
。
注
云
，
燕
昭
王
置
千
金
於
臺
上
，
以
延
天
下
之
士
。（
唐
·
李
瀚
撰
“
蒙

求
”）
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六
三

【
作
例
】

「
燕
昭
築
臺
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
卷
三
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

え
ん
た
ん
し
ゅ
ん
ま
い　

袁
耽
俊
邁

晋
の
袁
耽
（
生
卒
不
詳
）
は
字
が
彦
道
と
い
い
、陳
郡
の
陽
夏
（
河
南
省
太
康
）

の
人
で
あ
る
。
彼
は
義
理
の
固
い
人
で
あ
る
。
桓
温
（312

〜373

）
が
若
い
頃

博
打
に
負
け
、
一
文
無
し
と
な
っ
た
う
え
、
負
債
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
が
途
方
に

暮
れ
て
博
打
の
名
人
で
あ
る
袁
耽
を
訪
ね
た
。
し
か
し
、
袁
耽
が
喪
中
な
の
で
、

桓
温
は
な
か
な
か
言
い
出
し
に
く
か
っ
た
が
、
袁
耽
に
事
情
を
話
し
て
み
た
。
袁

耽
が
迷
い
な
く
変
装
し
て
桓
温
と
一
緒
に
債
主
に
会
い
、
再
び
博
打
の
勝
負
に
出

た
。案
の
定
、袁
耽
が
大
勝
し
て
桓
温
を
救
っ
た
と
い
う
。（
唐
・
房
玄
齢
等
撰
『
晋

書
』
巻
九
十
八
、
列
傳
六
十
八
）

【
出
典
】

晉 

袁
耽
字
彥
道
，
陳
郡 

陽
夏
人
。
少
有
才
氣
。
倜
儻
不
羈
。
爲
士
類
所
稱
。

桓
溫
少
時
遊
於
博
徒
，
資
產
俱
盡
，
尚
有
負
進
。
思
自
報
之
方
，
莫
知
所
出
。

欲
求
濟
於
耽
，
而
耽
在
艱
。
試
以
告
焉
。
耽
畧
無
難
色
。
遂
變
服
懷
布
帽
，
隨

溫
與
債
主
戲
。
耽
素
有
藝
名
。
債
主
聞
之
，
而
不
相
識
。
謂
之
曰
，
卿
當
不
辨

作
袁
彥
道
也
。
遂
就
局
。
俄
頃
，
十
萬
一
賭
，
直
上
百
萬
。
耽
投
馬
絕
叫
，
探

布
帽
擲
地
曰
，
竟
識
袁
彥
道
不
。
其
通
脫
如
此
。
仕
爲
從
事
中
郎
。（
唐
·
李

瀚
撰
“
蒙
求
”）

【
作
例
】

「
袁
耽
俊
邁
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
二
編
巻
五
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

え
ん
た
ん
じ
ょ
う
き  

燕
丹
乗
亀

「
燕
丹
乗
亀
」
と
い
う
画
題
は
、
燕
の
太
子
丹
が
秦
か
ら
脱
出
し
た
際
、
途
中

秦
王
が
橋
を
破
壊
し
、
丹
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
が
、
川
に
大
き
な
亀
が
現
れ
、

す
る
と
丹
が
亀
に
乗
っ
て
川
を
渡
っ
て
難
を
逃
れ
た
伝
説
に
由
来
す
る
と
い
う
。

し
か
し
史
料
に
よ
る
と
、
燕
の
太
子
丹
が
人
質
と
し
て
秦
に
拘
束
さ
れ
た
頃
、
秦

王
（
後
の
始
皇
帝
）
は
丹
に
傲
慢
で
、
し
か
も
丹
に
加
害
し
よ
う
と
し
た
。
太
子

丹
は
憂
鬱
か
つ
恐
怖
の
毎
日
を
送
り
、
燕
の
国
に
帰
り
た
い
と
秦
王
に
願
っ
た
。

し
か
し
秦
王
は
丹
の
願
い
を
却
下
し
た
。「
帰
り
た
け
れ
ば
、
烏
の
頭
が
白
く
な

り
、
馬
の
頭
に
角
が
生
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
帰
し
て
や
る
」
と
勝
手
な
こ
と
を

言
っ
た
。
丹
が
仕
方
な
く
天
に
向
か
っ
て
嘆
い
た
と
こ
ろ
、烏
の
頭
が
白
く
な
り
、

馬
の
頭
に
角
が
生
え
た
。
秦
王
が
や
む
を
え
ず
丹
を
帰
し
た
が
、
途
中
の
橋
で
暗

殺
の
装
置
を
設
置
し
て
丹
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
が
、
装
置
が
不
発
に
な
っ
た
た

め
、
丹
が
難
を
逃
し
て
橋
を
渡
っ
た
。
夜
中
に
関
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
が
、
門
が

ま
だ
閉
ま
っ
て
い
た
。
丹
は
鶏
の
鳴
き
声
を
し
た
ら
、鶏
た
ち
は
皆
鳴
き
出
し
た
。

よ
う
や
く
秦
か
ら
脱
出
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
亀
の
話
は
な
か
っ
た
。
し
か
し

似
た
よ
う
な
話
は
「
毛
寶
白
龜
」
と
い
う
画
題
に
も
見
え
る
（「
毛
寶
白
龜
」
の

条
項
を
ご
参
照
）。
お
そ
ら
く
後
の
人
々
は
「
毛
寶
白
龜
」
の
一
部
内
容
を
取
り

入
れ
虚
構
し
た
だ
ろ
う
。

【
出
典
】

燕 

太
子
丹
質
於
秦
，
秦
王
遇
之
無
禮
，
不
得
意
，
欲
求
歸
。
秦
王
不
聽
，
謬

言
曰
令
烏
白
頭
、
馬
生
角
，
乃
可
許
耳
。
丹
仰
天
歎
，
烏
即
白
頭
，
馬
生
角
。

秦
王
不
得
已
而
遣
之
，
爲
機
發
之
橋
，
欲
陥
丹
。
丹
過
之
，
橋
爲
不
發
。
夜
到

關
，
關
門
未
開
。
丹
爲
雞
鳴
，
衆
雞
皆
鳴
，
遂
得
逃
歸
。
深
怨
於
秦
，
求
欲
復

之
。
奉
養
勇
士
，
無
所
不
至
。（
無
名
氏
撰
“
燕
太
子
丹
”
卷
上
）

え
ん
ぴ
つ
り
っ
し
ゅ
う　

援
筆
立
就
﹇
李
賀
﹈

唐
の
李
賀
（790

〜816

）
は
七
歳
の
頃
、
既
に
詩
を
書
け
た
。
韓
愈
と
皇
甫

湜
が
李
賀
の
家
を
訪
ね
た
際
、
李
賀
に
詩
を
書
か
せ
た
が
が
、
李
賀
は
そ
の
場
で

筆
を
取
り
す
ぐ
完
成
し
た
。
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六
四

【
出
典
】

李
賀
，
字
長
吉
，
唐
諸
王
孫
。
七
歲
，
以
長
短
之
制
名
動
京
師
。
韓
文
公
、
皇

甫
湜
過
其
父
晉
肅
，
見
其
子
，
總
角
荷
衣
而
出
，
二
公
不
之
信
，
因
而
試
一
篇
。

賀
承
命
欣
然
，
操
觚
染
翰
，
旁
若
無
人
，
仍
目
曰
高
軒
過
、
華
裾
織
翠
青
如
蔥
，

金
環
壓
轡
搖
玲
瓏
。
馬
蹄
隱
耳
聲
聲
隆
，
入
門
下
馬
氣
如
虹
。
云
是
東
京
才
子

文
章
巨
公
，
二
十
八
宿
羅
心
胸
。
殿
前
作
賦
聲
摩
空
，
筆
補
造
化
天
無
功
，
元

精
炯
炯
貫
當
中
。
龐
眉
書
客
感
秋
蓬
，誰
知
死
草
生
華
風
！
我
今
垂
翅
附
冥
鴻
，

他
日
不
羞
蛇
作
龍
。
二
公
大
驚
，
以
所
乘
馬
車
聯
鑣
而
還
所
居
，
親
爲
束
髮
。

年
未
弱
冠
，
丁
內
艱
。
他
日
，
舉
進
士
，
或
謗
賀
不
避
家
諱
，
韓
文
公
特
著
諱

辨
一
篇
，
不
幸
未
壯
室
而
終
。（
宋
·
阮
閱
撰
“
詩
話
總
龜
”
卷
二
）

李
賀
，
字
長
吉
，
七
歲
能
詞
章
，
韓
退
之
、
皇
甫
湜
造
其
家
，
使
賀
賦
詩
，
援

筆
立
就
，
名
高
軒
過
，
有
二
十
八
宿
羅
心
胸
，
筆
補
造
化
天
無
功
等
語
，
二
人

驚
嘆
而
去
。
年
二
十
七
，
唐
憲
宗
召
爲
協
律
郎
。（“
新
鍥
類
解
官
樣
日
記
故
事

大
全
”
卷
二
，
和
刻
本
）

【
作
例
】

「
援
筆
立
就
」（
法
眼
春
卜
一
翁
纂
『
丹
青
錦
嚢
』
巻
三
、寛
延
二
年
﹇1749

﹈
序
、

寶
暦
三
年
﹇1753

﹈
白
雲
館
刻
本
）

え
ん
ぽ
き
は
ん　

遠
浦
帰
帆

瀟
湘
八
景
の
一
つ
で
あ
る
。

↓
「
瀟
湘
八
景
」

え
ん
ま　

閻
魔

閻
魔
は
梵
文
のYam

arājā

の
音
訳
で
あ
り
、
地
獄
を
管
理
す
る
王
様
で
あ
る
。

【
出
典
】

梵
音
閻
魔
，
義
翻
爲
平
等
王
，
此
司
典
生
死
罪
福
之
業
，
主
守
地
獄
八
熱
八
寒

以
及
眷
屬
諸
小
獄
等
，
役
使
鬼
卒
於
五
趣
之
中
，
追
攝
罪
人
，
捶
拷
治
罰
，
決

斷
善
惡
，
更
無
休
息
。（
慧
琳
撰
“
一
切
經
音
義
”
卷
五
）

【
作
例
】

「
閻
魔
」（
林
守
篤
編
述
『
畫
筌
』
巻
四
、
正
徳
二
年
﹇1712

﹈
序
、
享
保
六
年

﹇1721

﹈
保
壽
堂
・
養
心
堂
刻
本
）

え
ん
ま
お
う　

閻
魔
王

↓
「
閻
魔
」

え
ん
ま
じ
ゅ
う
お
う　

閻
魔
十
王

地
獄
を
管
理
す
る
十
人
の
閻
魔
の
こ
と
で
あ
る
。

え
ん
め
い　

淵
明

↓
「
陶
淵
明
」

【
作
例
】

「
淵
明
」（
鍬
形
蕙
斎
『
人
物
略
畫
式
』、
文
化
一
〇
年
﹇1813

﹈
春
風
堂
刻
本
）

「
淵
明
」（
老
蓮
先
生
著
『
畫
圖
酔
芙
蓉
』
中
巻
、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
序
、
文

化
六
年
﹇1809

﹈
叙
、
青
蔾
閣
刻
本
）

え
ん
め
い
こ
う
ど
う
に
あ
ん
き
ょ
し
き
ん
し
ゅ
い
つ
ら
く
の
づ

淵
明
、
後
堂
に
安
居
し
琴
酒
逸
樂
乃
圖

晋
の
陶
淵
明
の
「
歸
去
来
辞
」を
図
解
す
る
挿
絵
で
あ
る
。
全
部
で
三
枚
あ
り
、

こ
れ
は
「
其
三
」
で
あ
る
。

【
出
典
】

歸
去
來
兮
。
請
息
交
已
絕
遊
。
世
與
我
而
相
違
。
復
駕
言
兮
焉
求
。
悅
親
戚
之

情
話
，
樂
琴
書
以
消
憂
。
農
人
告
余
已
春
及
。
將
有
事
于
西
疇
。
或
命
巾
車
，

或
棹
孤
舟
。
旣
窈
窕
已
尋
壑
，
亦
崎
嶇
而
經
丘
。
木
欣
欣
已
向
榮
，
泉
涓
涓
而

始
流
。
善
萬
物
之
得
時
，
感
吾
生
之
行
休
。
已
矣
乎
。
寓
形
宇
內
復
幾
時
。
曷
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六
五

不
委
心
任
去
留
。
胡
爲
乎
，
遑
遑
兮
欲
何
之
。
富
貴
非
吾
願
，
帝
鄉
不
可
期
。

懷
良
辰
以
孤
往
，
或
植
杖
而
耘
耔
。
登
東
皋
已
舒
嘯
，
臨
清
流
而
賦
詩
。
聊
乘

化
以
歸
盡
，
樂
夫
天
命
復
奚
疑
。（
晉
·
陶
淵
明
‘
歸
去
來
辭
’，
唐
·
李
瀚
撰

“
古
文
眞
寶
”
後
集
卷
一
）

【
作
例
】

「
淵
明
、
後
堂
に
安
居
し
琴
酒
逸
樂
乃
圖
」﹇
其
三
﹈（
有
臺
藤
應
著
、
旭
輝
齋

畫
『
畫
本
古
文
眞
寳
後
集
』
初
編
巻
一
、
嘉
永
三
年
﹇1850

﹈
玉
山
堂
・
學
而

堂
刻
本
）

↓
「
陶
淵
明
、
彭
澤
に
令
た
り
し
日
、
同
僚
と
日
々
飲
宴
し
世
事
に
關
ら
ざ
る

圖
」﹇
其
一
﹈、「
淵
明
、彭
澤
令
を
遁
れ
て
家
に
帰
る
、児
孫
喜
び
迎
る
圖
」﹇
其

二
﹈

え
ん
め
い
の
き
く　

淵
明
菊

「
淵
明
菊
」
は
劉
蒙
の
『
劉
氏
菊
譜
』
譜
叙
の
内
容
に
基
づ
き
描
か
れ
た
絵
で

あ
る
。

【
出
典
】

余
嘗
觀
屈
原
之
爲
文
，
香
草
龍
鳳
以
比
忠
正
，
而
菊
與
菌
桂
荃
蕙
蘭
芷
江
蘺
同

爲
所
取
。
又
松
者
，
天
下
歲
寒
堅
正
之
木
也
。
而
陶
淵
明
乃
以
松
名
配
菊
，
連

語
而
稱
之
。
夫
屈
原
、
陶
淵
明
寔
皆
正
人
達
士
、
堅
操
篤
行
之
流
，
至
於
菊
猶

貴
重
之
。
如
此
，
是
菊
雖
以
花
爲
名
，
固
與
浮
冶
易
壞
之
物
不
可
同
年
而
語
也
。

且
菊
有
異
於
物
者
，
凡
花
者
以
春
盛
，
而
實
者
以
秋
成
。
其
根
柢
枝
葉
無
物
不

然
。
而
菊
獨
以
秋
花
悅
茂
於
風
霜
搖
落
之
時
，
此
其
得
時
者
異
也
。（
宋
·
劉

蒙
撰
“
劉
氏
菊
譜
”
譜
敍
）

【
作
例
】

「
淵
明
菊
」（
橘
有
税 

﹇
橘
氏
宗
兵
衛
﹈
繪
『
繪
本
通
寳
志
』
巻
五
下
、
享
保
一

四
年
﹇1729

﹈
稱
觥
堂
板
）

え
ん
め
い
ほ
う
た
く
れ
い
を
の
が
れ
て
い
え
に
か
え
る
じ
そ
ん

よ
ろ
こ
び
む
か
え
る
づ　

淵
明
、
彭
澤
令
を
遁
れ
て
家
に
帰
る
、

児
孫
喜
び
迎
え
る
圖

晋
の
陶
淵
明
の
「
歸
去
来
辞
」を
図
解
す
る
挿
絵
で
あ
る
。
全
部
で
三
枚
あ
り
、

こ
れ
は
「
其
二
」
で
あ
る
。

【
出
典
】

乃
瞻
衡
宇
，
載
欣
載
奔
。
僮
僕
歡
迎
，
稚
子
侯
門
。
三
徑
就
荒
，
松
菊
猶
存
。

攜
幼
入
室
，
有
酒
盈
樽
。
引
壺
觴
以
自
酌
，
眄
庭
柯
以
怡
顏
。
倚
南
牕
以
寄
傲
，

審
容
膝
之
易
安
。
園
日
涉
以
成
趣
，
門
雖
設
而
常
關
。
策
扶
老
以
流
憩
，
時
矯

首
而
游
觀
。
雲
無
心
以
出
岫
，
鳥
倦
飛
而
知
還
。
景
翳
翳
以
將
入
，
撫
孤
松
而

盤
桓
。（
陶
淵
明
‘
歸
去
來
辭
’，
唐
・
李
澣
撰
“
古
文
眞
寶
”
後
集
卷
一
）

【
作
例
】

「
淵
明
、
彭
澤
令
を
遁
れ
て
家
に
帰
る
、
児
孫
喜
び
迎
る
圖
」﹇
其
二
﹈（
有
臺

藤
應
著
、
旭
輝
齋
畫
『
畫
本
古
文
眞
寳
後
集
』
初
編
巻
一
、
嘉
永
三
年
﹇1850

﹈

玉
山
堂
・
學
而
堂
刻
本
）

↓
「
陶
淵
明
、
彭
澤
に
令
た
り
し
日
、
同
僚
と
日
々
飲
宴
し
世
事
に
關
ら
ざ
る

圖
」﹇
其
一
﹈、「
淵
明
、
後
堂
に
安
居
し
琴
酒
逸
樂
乃
圖
」﹇
其
三
﹈
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